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中国語教育学会第17回全国大会プログラム 

2019年6月1日（土）、6月2日（日）天理大学杣之内キャンパス 

●第1日 6月1日（土）杣之内キャンパス４号棟

9:30～10:30 2019年度第1回編集委員会（2階42B）

10:30～12:30 2019年度第1回理事会（2階42C）  

11:30～17:00 受付（1階 学生ホール） 

13:00～13:10 開会式（4階44A）  

会長挨拶：三宅 登之（東京外国語大学）

開催校挨拶：中川裕三（全国大会準備委員会委員長・天理大学）

司会：今井  淳雄（天理大学）

13:10～14:30 基調講演（4階44A）※使用言語：日本語 

中国語教員が知っておくべき中国語文法知識

大阪大学名誉教授 杉村  博文 …… 3 

司会：中田  聡美  （大阪大学）

14:40～17:00 シンポジウム（4階44A）※使用言語：日本語 

中国語ニーズを再考する—行政・市民・学校の視点から—

インバウンド観光における中国語ニーズ

奈良県観光局コーディネーター 劉 睦 …… 9 

外国籍市民が日本社会に求めるもの

―中国語教育を必要とする子どもたち―

近畿大学 高橋  朋子 …… 11 

府内高校生の訪日観光客への案内・通訳

―大阪メトロでのボランティア活動―

大阪府立福井高等学校 須田  美知子 …… 14 

社会貢献活動としての中国語教育

―「中国語絵本読み聞かせ活動」の問題点から―

天理大学 中川  裕三 …… 16 

指定討論者：中村 俊弘（関西外国語大学）

   今井  淳雄（天理大学）

モデレーター：清原 文代（大阪府立大学）

司会：紅粉  芳惠（大阪産業大学）

14:40～17:00 スタディツアー（シンポジウムと同時開催企画） 
（各定員40名、事前申込、先着順）

14:40～15:20 □天理図書館 

15:30～16:30 □天理参考館 

16:40～17:00 □天理大学CALLシステム紹介（地下1階 CALL1） 

17:10～18:00 会員総会（4階44A） 

18:45～20:45 懇親会（天理駅前広場コフフン「Parkside Kitchen」）  
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●第2日 6月2日（日）杣之内キャンパス４号棟

09:30～12:00 受付（1階学生ホール）

10:00～11:50 分科会 午前の部（42H・42I）

11:50～13:00 昼食・休憩（42G）

13:00～14:50 分科会 午後の部（42H・42I・42J）

●分科会 午前の部 10:00～11:50

■分科会A  （42H）

司会 富山大学 山田 眞一

10:00- 
10:30 

中国語初級段階別読み物の分析  「多読活動」の適切性をめぐって

早稲田大学 石井 友美 …… 21 

10:40- 
11:10

日本語母語話者の表現スタイルに関する一考察 

―中国語作文指導の足がかりとして−− 

関西外国語大学 相原 里美 …… 26 

11:20- 
11:50

日本大学生汉语继承语学习者的学习动机

——从身份认知的角度考虑——

大阪大学・院 李 光曦 …… 31 

■分科会B  （42I）

司会 名古屋大学 丸尾 誠

10:00- 
10:30 

中国語会話テストの評価について ―ルーブリックによる試み―

北海道大学 楊 彩虹 …… 36 

10:40- 
11:10 

模擬面接における中国語学習者の受容型コミュニケーション・ストラテジー

北九州市立大学 西 香織 …… 41 

11:20- 
11:50 

「仲介者」としての役割を意識したプロジェクト型学習 

―CEFR増補版のMediation（仲介）について考える― 

神田外語大学 植村麻紀子  …… 46 

●分科会 午後の部 13:00～14:50

■分科会C  （42H）

司会 沖縄大学 渡邊ゆきこ

13:00- 
13:30 

日本語を母語とする学習者による中国語プロソディ理解の特徴

名古屋大学

張 婧禕

玉岡賀津雄

勝川 裕子

…… 51 

13:40- 
14:10 

国内における中国語言語景観の現状と課題 —中国語教育への示唆— 

神奈川大学 鈴木 慶夏 …… 56 

14:20- 
14:50 

ポライトネス的な視点からみた禁止・注意表現 

～街の標示を中心に～ 

立命館大学  中西 千香 …… 61 
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■分科会D  （42I）

司会 東京外国語大学 加藤 晴子

13:00- 
13:30 

关于“不愧”的考察及与表评注语气的副词“到底”的区别

大阪市立大学・院 褚 玉玲 …… 66 

13:40- 
14:10 

是什么决定了“存现文”的语序

九州大学人文科学研究院・専門研究員 郭 楊 …… 71 

14:20- 
14:50

授業参観 ―中国語教員の参加を中心に―

東北大学 張 立波 …… 76 

■分科会E  （42J）

平井 和之
13:00- 
13:30 

司会 日本大学

感情動詞と“了”の共起関係について

――日本語母語話者が産出した誤用例の分析を通して――
大阪大学 張 恒悦 …… 81 

13:40- 
14:10 

日本学习者动宾搭配产出性习得的偏误类型分析

立命館大学 李 佳 …… 86 

●分科会タイムテーブル

分科会A（42H）  分科会B（42I）  

司会 山田 眞一 丸尾 誠

10:00～10:30 石井 友美 楊  彩虹

10:40～11:10 相原 里美 西  香織

11:20～11:50 李  光曦 植村　麻紀子

分科会C（42H）  分科会D（42I）  分科会E（42J）  

司会 渡邊ゆきこ 加藤 晴子 平井 和之

13:00～13:30 

張  婧禕

玉岡　賀津雄

勝川 裕子

褚 玉玲 張 恒悦

13:40～14:10 鈴木 慶夏 郭  楊 李  佳

14:20～14:50 中西 千香 張 立波
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●参加方法

1) 事前申込（4月25日～5月15日）

①大会参加費：3,000円（非会員の方は3,500円） ※予稿集代を含む

※いずれか1日のみの参加、両日とも参加でも同額です。

※今大会では、予稿集の電子版も利用できます。開催3日前までに本会HP「全国大

会」のページから閲覧・ダウンロードできるようにします。

※事前申込のキャンセルによる返金については、大会申し込み期間（4月25日～5月

15日）までに大会準備委員会のアドレスにご連絡いただいた場合のみ振込手数料

を差し引いた額を大会終了後、返金致します。

※2日目の発表者（複数名による発表の場合は申込時の筆頭者）は必ず事前申し込み

を行い、受付時間内に受付をお願いします。2日目の受付は12時までですのでご注

意ください。

②1日目懇親会費：4,000円

③1日目および2日目弁当代：各1,000円（お弁当+飲み物）※事前予約のみ、当日販売無し

2) 当日参加（会員・非会員とも）

①大会参加費：3,500円

②1日目懇親会費：  4,000円

※懇親会の当日受付は席数の限りとなります。事前申込で予定人数を超えた場合は当

日受付をしない場合もございますのでご注意ください。

※予稿集は当日参加分も用意しておりますが、数に限りがあるため、当日参加を希望

される方は学会HPからダウンロードすることをお薦めします。

3) スタディツアーについて

★ 基調講演の後、シンポジウムと同時開催のスタディツアーは事前申し込み制です。

学会HPに掲載されているツアー（天理図書館、天理参考館、天理大学CALLシステ

ム紹介）から希望するものを選び（複数可）、学会HPからリンクの貼られている申

し込みページより事前登録をしてください（各ツアー定員40名・先着順）。

★ 各ツアーの定員が本学会会員で埋まらなかった場合は非会員の参加を受け付けます

（要事前申し込み：詳細は学会HPでご確認ください）。
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●6月1日（土）会場

□受付

□書店・出版社展示会
4号棟1階  学生ホール 

□本部・荷物預かり 4号棟2階  42A 
□編集委員会 4号棟2階  42B 
□理事会 4号棟2階  42C 
□休憩室・弁当受け渡し 4号棟2階  42G 
□開会式

□基調講演

□シンポジウム

□総会

4号棟4階  44A 

□スタディツアー

□天理図書館

□天理参考館

□CALLシステム紹介

天理図書館

天理参考館

4号棟地下1階 CALL１  
□懇親会 天理駅前広場コフフン「Parkside Kitchen」  

●6月2日（日）会場

□受付

□書店・出版社展示会
4号棟1階  学生ホール 

□本部・荷物預かり 4号棟2階  42A 
□休憩室・弁当受け渡し 4号棟2階  42G 
分科会発表

□分科会A
□分科会B
□分科会C
□分科会D
□分科会E

4号棟2階  42H 
4号棟2階  42I 
4号棟2階  42H 
4号棟2階  42I 
4号棟2階  42J 

至3号棟  

4号棟2階  

お断り

・学会に参加される方は必ず最初に受付（４号棟１階学生ホール）を済ませてください。

・1日目の荷物のお預かりは18時（会員総会終了時）まで、2日目は16時までとさせてい

ただきます。

・天理大学キャンパス内は指定された喫煙場所以外は禁煙となっています。  歩きタバコ

や吸い殻のポイ捨てなどしないように、喫煙マナーは必ず守ってください。

・今後、訂正・変更等があった場合は学会HPに掲載しますのでご注意ください。

・託児先の託児内容、事故発生の補償などについては中国語教育学会および開催校である

天理大学は一切の責任を負いかねます。
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会場（天理大学 杣之内（そまのうち）キャンパス）へのアクセス 
〇公共交通機関を利用の場合  

JR天理駅、近鉄天理駅から、タクシーで約8分、徒歩約25分（約1.9km）  

※徒歩の方は、駅から大学までの各所にスタッフが待機しております。  

※駅前にタクシー乗り場があります。  

 

〇車を利用の場合  

西名阪自動車道「天理インター」から約15分。名阪国道「天理東インター」から約5分。  

※大学内の指定の駐車場を利用いただけます。  

 

 

※「体育学部キャンパス」とお間違えの無いようご注意ください。 

※天理大学周辺及び杣之内キャンパスについては、天理大学ホームページをご参照くださ

い。 

https://www.tenri-u.ac.jp/info/Access.html 
 

 

●予稿集の電子版 

予稿集の電子版は以下のアドレスに大会期間中公開しています。 

http://www.jacle.org/annual/ 





 

中国語教  

中国語  

  

大 大学 教





中国語教員 ておく 中国語  

 
（大阪大学名誉教授）

1. 大きなタイトルであるが 意図するとこ は 文法教育の をより高められるよ

うな総合的文法知識であり の文法 目に関するレフ レンス ラマー的知識で

はない1。これを学習者の に立って言え 今自分の目の前にある文法 目が 習の

文法 目とどのように関係するかを知り また今後学 べき文法 目に してどのよ

うな になるかを知るということである。学習者が 里 中に ちることのないよ

う 教員は学習者の目の前にある の文法現 を文法 の中に適切に け

学習者に「現 地」と「目的地」を示してやらなけれ 文法教育の高 は望めない。

2. 今 の作法を解 した文献は 例外なく 中国語が 言語であり 調言語

であることに言及する。この つの特徴を きにしては 数 平 など

に関 る今 の な約 事が できないからである。では 現代中国語文法の

と を語るとき 必ず言及しなけれ ならない基本的特徴はあるのだ うか。

あるとすれ それはどのようなものであり 現代中国語の文法にどのように し

ているのだ うか。

3. 年 語の文法書を読 だ。 者は 語を母語とするイ リス人の学者である。

読 で最も く に ったのは 語や目的語など所 文法 分の に 者

が 度も り返し言及していたことである。もし同 学者が中国語の文法書を書け

どうなるだ うか。おそらく を いても “ 表 ”に平行して“

表 ”“ 表 ”“ 表 ”という 文が 立すること さら

には 文 さえ え “ ”と“ 表”を して“ ” だしくは“ ”

まで して“ ”と言える現 に着目するはずである。このような現 は 題

型と れる言語の文法が つ基本的特徴の一つである。

型言語は 的に 語の人 や数と一致する定動詞をもたないが 文

語 詞をもつ（可 性が高い）。

文 語 詞の は 部が 方に 張することは ないが 方に 張す

ることを う。

1 的 从 到 了

的 者

了

于 是

不到的

1 本発表で言う文法は 的なものに限り 視点の り方や語用 に関 る性 は とりあえず はず

しておく。

3



 

 部の 方が開かれているという特徴は時間順 原 と親和性が高く 定

動詞をもたないという特徴と相まって 時間順 原 を 守しさえすれ 接 分

に ることなく 一文中に複数の 語を連 させることが可 である（所 「連 」

文による動画的 方式）。  
 

4 了

 
さらに 時間順 原 は「 となる時 分は前 され 着点となる時

分は後 される」という語順を導き 連 文は動詞を出自とする介詞を生む（動詞の

用 語 的文法）。  
 

的机 认 了

了 是

“ ”

了 “不 别 的 ”

了 到 的 到 的 气 现

了

的大 了

本 从 的

了 了

 
時間順 原 と連 文は「 性」補語と高い親和性を し “

词”はその最も した である。「 性」補語の発 は中国語文法の先 から現代

にいたる変 における最も な特徴であると言える。  
 

不 出 了 到 得 到 的

到 “ 么 ”的 得 了 出 得

得 了

 
文から複文（ として 複文）に目を したとき 中国語の文法にとって

定的に 要なのは 詞の である。 詞は中国語の 理の細 な展開

を え 文の 語の近くに かれる。 詞の選 は 文の状 定によって まる

ため それらが 文の中にではなく 文に後 する 文の中に かれることも時間

順 原 の であるとみなせよう。

 
出 的 不 么

 
4. 文法を知るとは 意 と 式の 関係を知ることである。しかし 意 は目に

                                                        
2 例 は a から c へと し c の段階に ると 式 のみ「連 」 文をな っている。

到 到  
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えず 目に える 式を手 かりに意 へと ることになる。ただ 非母語話者にとっ

ては り着いた が正解であるか かの 定が大きな問題となる。 の 非に

し 母語話者は意 に する 観（intuition）を に（一 の） 定を下すことが

可 であるが 観をもてない非母語話者は自 科学の 手法に近い方法で意 に

接近する以外に手はない。

視点の り方や語用 に関 る「意 」と した場合 が表す意 は 多くの

場合 だが めて 的である。

例１

“ ” 了

文 的 了

得

的 从 了

了 的 了  

动 存现

了

了

例  

的 从 到 了

— — — — — —与 — —

— —

年 察 交 察手中 了一 。周 的人

加 。

了 什么 是 大 了 的

“ ”

— — — —与

的 气 本本

的

的

3 されたい。“ ”が 語を ない“ 生了”は である。  
・ 的 生了 —— 的 出现

・ 生了 不到的 的

了

・ 得 的 机 的 不到的

生了 的 动 不动了
4 “ ” 文の 生は中国語文法が と の間で 的調 を図った であ う。  
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— — —得—

定 定 的 得

得 的 得从 到 的

得 得 得 分 得的 得 得

了 得

的 表 了

得 的 的 了

得 不 了 了 的

得 了 的 了 气 得

别 了 大 性的 得 得

得 分 得 气 得

参  

6
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中国語  

学  
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インバウンド観光における中国語ニーズ

劉 睦 

（奈良県観光局 コーディネーター） 

1. はじめに

日本には世界各国から多くの観光客が訪れていますが、その割合の多くを中国人旅

行客が占めていることはすでにご存じかと思います。  

訪日中国人旅行客の現状、特徴及びこれから中国人旅行者の数を増やすために必要

な対策などについて皆様と意見交換出来ればと思います。  

2. 数字で見る訪日外国人（中国語圏）の数と中国語の必要性

中国語圏は絶対的なインバウンド需要を抱えています。昨今はリピーター化により、

中国市場においても FIT 化が急速に進み「モノ消費」から「コト消費」へ訪日スタイ

ルも大きく変化しました。

中国語圏市場は日本の歴史文化に興味を置く層が多く存在し、特にアッパーミドル

層は奈良を好まれる傾向にあります。  

3. 奈良県インバウンドの現状と取り組み

奈良県を訪れる外国人観光客は年々増加し、平成 27 年は 103 万人、平成 28 年は 165

万人、平成 29 年は 255 万人となっています。255 万人のうち中国語圏（中国大陸、香

港、台湾）からの観光客は全体の 68％を占めています。但し、宿泊者数は 30 万人し

かいません。 

奈良県観光全体の課題として  

・日帰り・通過型観光となっていて、観光消費が少ない。

・宿泊施設が少ない。（客室数は全国最下位）

・宿泊観光客は、オフシーズン（12 月～1 月）に大幅に減少している。

今後、奈良県の取り込みとして、  

宿泊施設を増やす、観光地の魅力を更に創り出す、新規顧客を開拓する、外国語表

記を充実させる。 

4. 奈良県パブリック微信（WeChat）「源起奈良（nara is japan）」SNS を活用し

た情報発信

2019 年は中国大陸からの訪日観光客がいよいよ 1000 万人目前になると予想されま

す。社会現象となった「爆買い」ブームは終わり、安定した需要をもたらす中国イン

バウンドの主役は若いネット世代です。  

スマホで利用するアプリやコンテンツの中で、中国の若者の圧倒的支持を集めてい

るのが「SNS 型コミュニケーションアプリ」とでもいうべき「微信」（WeChat）です。 

2015 年 8 月に、中国語圏富裕層及び文化知識層をターゲットに、SNS を活用した情
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報発信を行い、奈良県のより一層の認知度の向上と訪日訪奈良観光客の誘客促進を図

る為、奈良県パブリック微信「源起奈良（nara is japan）」を立ち上げました。  

目的：アッパーミドル層の獲得、リピーター、小グループ、特に個人来客の獲得 

   各季節（特にオフシーズン）奈良を訪れるように… 

 

5. 外国人観光客が日本での旅行期間中に困ったことや不満に思うこと 

最近では訪日中国人の増加を受けて、店や街のあちこちに中国語での案内が沢山見

られるようになりました。 

日本の観光施設や飲食店では、インバウンド需要に対して外国語でコミュニケーシ

ョンを図れるスタッフの供給が追い付いていないという現状が見受けられます。  

せっかく観光施設や美味しい日本料理の店に行っても、スタッフから十分な案内を

受けられず、旅行が楽しめないのでは日本の良さを十分に味わってもらうことはでき

ません。 

なかには、意味不明な表記や中国人が腹を立てるような内容もあります。  

 

6. 通訳ガイド不足深刻 首都圏に集中、英語偏重 

日本を訪れる外国人が急増する中、地方で観光ガイドの不足が深刻化しています。

有料で外国人を案内する業務が唯一認められている「通訳案内士」の 5 割超が首都圏

に集中し、言語も英語に偏っています。 

また、資格がなくても案内ができるように規制が緩和されてからは、レベル低い、

悪質なガイドが実際増えているのが現状です。  

ガイドさんに求められるのが：  

語学能力 

日本に関する知識  

旅行者の国事情、嗜好、ニーズの把握 

もちろん、旅程管理能力  

臨機応変に対応する能力  

ホスピタリティ 

……も大事です。 
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外国籍市民が日本社会に求めるもの	

――中国語教育を必要とする子どもたち――

高橋朋子

（近畿大学）

1. はじめに

世界のグローバル化に伴い、国を超えた人々の往来が頻繁になっている。日本でも 1990
年代以降、ニューカマーと呼ばれる人々の来日が激増し、平成 29年度の在留外国人数は，
256万 1,848人と、前年末に比べ 17万 9,026人(7.5％)増加し、過去最高となっている（法
務省統計資料）。日本国籍を持つものも含めると外国にルーツを持つ人々の数は更に多いと

考えられる。小中学校に通う児童生徒は、平成 28年には 38,000人を超え、そのうち、本
発表で対象とする中国にルーツを持つもの（以下中国ルーツという）は約 8,000人となっ
ている。10年前と比較するとその数は約２倍である。彼らの言語背景や生育環境は様々で
あり、日本生まれのもの、幼少期に来日したもの、学齢期に来日したもの、あるいは日本

と中国を頻繁に往来して成長したものなどがいて、中国ルーツだからと言ってひとくくり

にはできない多様性がみられる。

	 さて、中国ルーツの児童生徒は、来日後（あるいは就学後）どこで、誰と、どのように

中国語を学んでいるのだろうか。中国語は彼らのなかでどのように位置づけられているの

だろうか。本発表では、種々の教育機関での実例をもとに、日本社会における中国ルーツ

の児童生徒に対する中国語教育の実態と課題を提示し、語学教育に関わる専門家が果たす

べき役割について再考したい。

２. 中国語教育の事例

日本において中国語教育の機会が得られる場所は、公教育とそれ以外、そして家庭の 3
つに大別できるだろう。公教育には、公立の小中学校での中国語教室、中国語教育を主と

する民族学校、大学での専攻や第二外国語としての履修などがある。それ以外の場所とし

ては語学学校や家庭教師、地域の教室、友人との交流あるいは中国語圏への留学などが考

えられる。そして忘れてならないのは、家庭である。順に紹介したい。

すべての小中学校ではないが、大阪や兵庫、神奈川など中国ルーツの子どもたちが比較

的多く在籍する一部の学校では、母語教室として中国語教育が実施されている。そこでの

目的はアイデンティティの確立や言語、文化の継承が主であるが、何より自らのルーツを

確認し、仲間を作る場として機能している（高橋 2009）。また、大阪や神戸にある民族学
校では、オールドカマーやニューカマーの子弟、そして新たに日本人家庭の子弟というよ

うに様々な児童生徒を受け入れている。そこでの教育は、言語と文化以外にも、エスニシ

ティの継承、コミュニティの存続などに貢献している（高橋 2019）。
次に、地域の教室だが、ここでは保護者やボランティアの関わりが大きく、親とのつな

がりを確認する場となっている。そこでは試行錯誤を繰り返しながら子どもたちの現状や

地域背景に沿った教育を実践する試みが行われている。いずれの教室にも課題があり、そ
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の解決に奮闘する教員や保護者、ボランティアの姿がある（高橋 2012）。 
ところが、そのような機会を得ることができない子どもたちもいる。中国人の散在地域

に住む子どもたちである。家庭言語に中国語が選択されない場合（実際にそのような家庭

が多い）、多くの子どもは日本語が機能語となり、中国語で自己表現が難しくなる。つまり、

中国語しか話せない両親と日本語しか話せない子どもたちの間には、共通の言語がなく、

コミュニケーションが存在しないのである。発表では、上述した中国語教育の事例を紹介

し、それぞれが持つメリットやデメリットを確認する。また親子のコミュニケーションが

希薄化している事例も映像で確認し、外国ルーツの子どもたちへの教育について再考する

手立てとしたい。 
 

３. 中国語教育の可能性 
	 日本の外国ルーツの子どもに対する言語教育については、「まず日本語の習得」と日本語

学習が先行してきた。日本語至上主義、あるいは同化主義と批判されながらも、子どもた

ちが日本で学校生活を送り、進路を選択していくうえで十分な貢献をしてきたとも評価さ

れている。では、母語あるいは継承語教育はどうであろうか。残念ながらその答えは NO
である。ほとんどの子どもたちは、学習する機会すらも持ちえず、家庭内の問題だと個人

化されている。「言語は遺伝ではなく、学習するものである」ことを思えば、社会全体でそ

の教育環境を整備する必要があろう。また、学習権の保障の問題も絡んでいる。 
	 カナダやアメリカでは、子どもたちがもつ複数言語は「言語資源」（カミンズ・ダネシ	

2009）として認識され、維持・伸長を目指す体系的なプログラムが実施されている。また、
母語教育実践を推進するためのセンター1があり、オンライン上で教室間のネットワークを

構築している。そこでは、情報共有や情報交換が活発に行われており、社会と大学、地域、

ボランティアが一体となって子どもの言語を育てようと試みていることがわかる。「ないな

いづくし」（佐々木 2003）、「母語教育後進国」（庄司 2010）と言われる日本の母語・継承
語教育に対して、言語教育に関わる専門家が関与する意義は大きい。幼少期からキャリア

まで、中国語を学びたい子どもたちがいつでもどこでも学べるようなシステムが構築され

ることを願ってやまない。本発表がその一助となれば幸いである。 
 

参考文献 

カミンズ、ダネシ（2009）『カナダの継承語教育	 多文化・多言語主義をめざして』中島和子訳	 明石書店	

法務省統計（2019）「在留外国人の数について」（2019年 4月 15日アクセス） 

http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00073.html 

佐々木倫子（2003）『3代で消えない JHLとは？－日系移民の日本語継承』MHB研究会パネル１資料、	  

http://www.mhb.jp/2003/08（2019年 3月 20日アクセス） 

庄司博史（2010）「「資産としての母語」教育の展開の可能性」『ことばと社会』（移民と言語②）12号、pp.7-47. 

高橋朋子（2009）『中国帰国者三世四世の学校エスノグラフィー』生活書院 

高橋朋子（2012)「母語教育の意義と課題	 学校と地域	 2 つの中国語教室の事例から」『ことばと社会	 リ

テラシー再考』14，pp. 320-330 

                                                
1 Heritage Language Resource Center (UCLA)https://www.international.ucla.edu/cwl/ 
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高橋朋子（印刷中）「中国にルーツを持つ子どもの母語・継承語教育」『親と子をつなぐ継承語教育―日本・

外国にルーツを持つ子ども―』くろしお出版 
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府内高校生の訪日観光客への案内・通訳 

――大阪メトロでのボランティア活動――

須田美知子 

（大阪府立福井高等学校・講師）

1. はじめに

この活動は、NPO 法人おおさかこども多文化センター（以後「オコタック」とする）の橋本義
範先生が、府内の高校に通う外国ルーツの生徒が、役に立ち活躍できる場をと考えて立ち上げたも

のである。現在の参加校は、「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者選抜」を実施する

大阪府立高校をはじめとする 11 校である。筆者の勤務する大阪府立福井高等学校は特別枠入試の
行われる高校の一つで、この活動に参加して 3年になり、ここでその活動について報告する。 

2. 本活動立ち上げのきっかけ

大阪府立高校における外国籍生徒の数は、2017 年度は 1,219 名で、留学生ではない彼らの存在
は教育界以外ではまだあまり知られていない。大学卒業に向けて留学生には手厚い就職サポートが

あるが、彼らは日本人と同じ扱いであり、集団面接などでは圧倒的に不利である。橋本先生は、な

んとかして彼らの存在を明らかにし、活躍の場を与えたいとの思いからこの活動を立ち上げた。

橋本先生は 5年前、増えつつあった外国人観光客を見て、外国にルーツのある生徒に観光案内の
機会があればと思っていたが、生徒の安全を考え、場所として思い立ったのが公的機関大阪市交通

局（現大阪メトロ）の地下鉄駅だった。苦労の末、大阪市ボランティア活動振興基金助成金事業と

して認められ、この事業は 2015年から始まった。 

3. 活動母体

オコタックは 2011年に設立され、外国にルーツのある子どもたちが安心して生き生きと暮らせ
る環境作りのため、また子どもたち自身による自己表現、情報発信の機会を積極的に保障するため、

日本語・母語教育の支援を行うのを目的としている。橋本先生は非常勤として教鞭を執りながら、

オコタック設立当時からのメンバーとしても活動している。

地下鉄ボランティアは当初橋本先生の最後の勤務校である大阪府立八尾北高等学校の生徒のみ

で活動を始めたが、大阪府立門真なみはや高等学校にも広がり、現在に至っている。

4. 活動の流れ

活動は夏休み・冬休み・春休みに行われる。橋本先生が、各校と大阪メトロのスケジュールを勘

案し、事前研修と本番の日程を決める。中国語・韓国朝鮮語・英語要員の別や、当日の必要人数を

各校に連絡してメンバーを決定する。	

	 活動時間は9時半から2時間で、活動場所は地下鉄なんば駅、日本橋駅が中心である。緑色のビ

ブスを身につけて券売機の前に立ち、母国語で周辺の案内や切符の購入を手伝う。	

事前研修と、初めてボランティアに立つ生徒がいる日には教員の引率が必要である。	
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5. 活動実績

年度	 活動日数	 延べ人数	

2015	 47	 246	

2016	 47	 206	

2017	 53	 286	

計	147日	 計	738名	

表1.活動日数・人数	

現在中国語圏からの観光客が多いことやそのルーツを持つ生徒が多いことから中国語要員がほ

ぼ7割を占めている。	

集合場所までの生徒の交通費と、活動時間の保険料は助成金を利用している。	

6. 現在までの成果

橋本先生の、いわゆる渡日生徒の存在をアピールしたいという一番の願いは、マスコミに取り上

げられた一時的なものに終わっている。しかし参加生徒の日本と母国との架け橋としての自己肯定

感の向上はめざましい。	

また大阪メトロ側からも、「おもてなしの心が観光客の方々へ伝わっただけでなく、高校生のは

つらつとした姿に駅職員もパワーをもらった」との声がある。しかし実際には、駅にはサービスマ

ネージャーも多く配置され、高校生がいなくても十分、むしろ仕事が増えるにもかかわらず、生徒

が活躍できる場を与えていただけ、ありがたいと橋本先生は言う。

現在参加生徒を送り出している高校の教員からは、一日が終わったときの彼らの顔つきが変わる。

これからも活動を続けていきたいとの声がある。橋本先生のほうに、卒業生から、大学生になって

からもこの活動ができないのかとの問い合わせもある。	

この活動は認定NPO法人大阪NPOセンター主催「CSOアワード2018」でグランプリを受賞し、NPO

と企業の協働が高く評価された。	

7. 今後の課題

この活動は日本語もある程度のレベルに達し、母国語もしっかりしている生徒でなければできな

い。このような外国ルーツの生徒は増加の一途をたどっている。大学進学を果たしている生徒も多

くいるが、何ができるかと考えたとき、得意な母国語を生かして通訳を目指すと言う生徒が少なく

ない。またそれを生かした入学方法で専門学科を目指す。しかし入学後、必ずしも満足が得られて

いない。それは大学で中国語専門学科であっても多くは初習の学生を対象とし、彼らの状況に合わ

せた教育が行われていないからではないだろうか。英語なら、授業全てが英語で行われるという学

科もあるが、中国語では寡聞にして知らない。昨年高等学校中国語教育研究会全国大会でこの問題

について討議したが、フロアの大学の先生方からも、彼らが来ることを想定していない教育にとど

まっているかも知れないとの声が上がった。本校の今春卒業生は在学中に中検準 1 級、HSK６級に

合格して専門学科に進学しており、なんとか彼の満足が得られる教育を願うばかりである。今後彼

が大学でどのくらい伸びるかを見守っていきたい。
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社会貢献活動としての中国語教育 

――「中国語絵本読み聞かせ活動」の問題点から―― 
 

中川裕三 
（天理大学） 

1. はじめに 
天理大学国際学部外国語学科中国語専攻は，従来，スピーチコンテスト入賞という具体

的目標を掲げた中国語教育に力を注いできた（中川 2016）。中国語の「語学力」だけでな
く，「思考力1」「シティズンシップ2」を統合的に養成するための教育プログラムとして，

2016年から「中国語絵本読み聞かせ活動」を開始した（阿部他 2018）。 
本発表では，2017 年春に行った第 2 期活動の問題点を明らかにし，それを受けた現在

の取り組みと今後の方向性について紹介する。 
 

2. ニーズの想定 
近年日本では中国語を母語とする在留外国人が急増していることから，学外で中国語に

よる絵本読み聞かせを行うことは一定の社会貢献になりうる，また英語教育でも市民に向

けた絵本読み聞かせ活動が行われていることから，中国語での絵本読み聞かせも一定のニ

ーズがある，と想定した。 
・中国語を母語とする児童 → 母語教育の一助 
・日本語を母語とする児童 → 未知の言語に早期接触 
 
３. 2期にわたる活動 
第 1期 
・2016年 11月 ワールドフェスティバル天理 2016に参加 
・親子連れ 20～30名 
第 2期 
・2017年 5月 大阪府下の大規模マンション内の施設で読み聞かせ会開催 
・事前告知：マンション入居者で未就学児童の家庭 15組（先着順） 
・教員 2名が約 500戸へポスティング 
・事前申し込み 1組 
・当日 30分の呼び込みで最終的に 14名（内 1家族中国語母語話者）確保 

 
4. 問題点 
活動場所と参加市民の確保が予想外に難しかった。社会からの要請を受けて活動したの

                                                
1基礎的な知識・技能を習得し，それらを活用して，自ら考え，判断し，表現することにより，さまざまな問
題に積極的に対応し解決する力（文部科学省学習指導要領「生きる力」参照） 

2自分が社会の一員であることを認識して，社会の一員として積極的に行動できる精神（松田他 2008，山内
他 2012参照） 
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ではなく，ニーズがあるはずだとの想定に基づいて行動したことに問題があったのではな

いか。今回の活動を通して，日本社会においてこのような活動のニーズが十分に高いとは

いえないことが垣間見えた。

・日本社会のグローバル化は英語のみか

・中国に対する偏見

・天理大学に対する偏見

5. 現在の取り組み

5.1 メイン活動
・ワールドフェスティバル天理に継続的に参加（2018年は台風のため中止）
・中国雑技チームと共に学内外の交流会に参加

5.2 英語・中国語パターンの構築
2018 年秋に大阪市立の小学校で行われている児童の保護者による絵本読み聞かせ活動

に参加させてもらおうと学校側に働きかけを行った。中国語でやることに問題はないが，

学生の参加は断られた。

・教員が 2019年 1月に英語と中国語の 2言語で 1冊の絵本を読むパターンで実施
・その後中国語母語話者の保護者に引継ぎ，2言語パターンで 2回実施
・少し長い題材での読み聞かせの練習中

6. 今後の方向性

①ニーズの開拓

→ 帰国生徒のいる学校や各種団体への働きかけ

②活動場所と参加市民の確保

→ 本学外国語学科の他言語（英語，韓国朝鮮語，スペイン語，ブラジルポルトガル語）

とのコラボレーション

③「中国語ボランティアチーム」として各種地域ボランティア活動に参入

→ 本学人間学部生涯教育専攻とのコラボレーション

④中国ルーツの学生の増加に対応

→ 中国語を母語とする学生を仲介者とした活動

参考文献 

阿部慎太郎・今井淳雄・中川裕三・後藤由美 2018.大学中国語教育における絵本読み聞かせ活動の試み，『中国

語教育』16：169-192頁。 

中川裕三 2016.具体的目標を掲げた言語教育―中国語スピーチコンテスト入賞を目指した事例，『外国語教育―

理論と実践』42：53-65頁。 

松田昇他編 2008.『市民学の挑戦』：21-51頁。梓出版社。 

山内直人・田中敬文・奥山尚子編 2012.『NPO NGO事典 The Encyclopedia of Contemporary Civil Society』

大阪大学大学院国際公共政策研究科 NPO研究情報センター：232頁。 

文 部 科 学 省 学 習 指 導 要 領 「 生 き る 力 」。 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/pamphlet/__icsFiles/afieldfile/2011/07/26/1234786_1.pdf 
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会 





中国語初級段階別読み物の分析 

「多読活動」の適切性をめぐって 

石井友美 

（早稲田大学）  

 

1．はじめに 

本研究は中国語学習者のために制作された初級段階別読み物が「多読活動」を行う

上で日本人学習者に適しているのか探るものである。段階別読み物とは英語では

“Graded Reader”と言い、外国語学習者用に作られた読み物のことである。以下、こ

れを GRと記述する。GRは文法、語彙などが学習者のレベルに合わせられている。英語

教育、日本語教育ではこの GRを用いた多読活動が行われ、学習者の能力が向上したと

いう報告が見られる。例えば藤井（2013）では多読授業を受けているクラスと受けて

いないクラスを対象とし、多読授業が始まる前に両クラスに A.C.E.を受験させ、多読

授業を 8か月続けた後に、両クラスに TOEICを受験させた結果、授業前の A.C.E.のス

コアでは両クラスに大きな差は見られなかったが、授業 8 か月後の TOEIC のスコアで

は多読授業を受けたクラスの平均点がリスニング、リーディング、合計点とすべてに

おいて上昇していると指摘している。日本語教育においては福本（2004）では日本語

を学ぶ留学生を精読を行うグループと多読を行うグループに分けて、授業開始前と授

業終了の学期末に行ったテストで両グループの点数を検証したところ、多読グループ

は文字、語彙力と読解力において精読グループよりもスコアの上昇が見られたと指摘

している。中国語において GRは多く出版されているが、管見の限り日本また中国にお

いてこれらを用いて「多読活動」を行い、学習者の能力が向上したという報告は見ら

れない。本稿ではこれらの中国語 GR の初級レベルに着目し、「多読活動」に適してい

るかを検討していくものである。 

 

2．多読活動とは 

 本章では「多読活動」について詳しく説明していきたい。「多読活動」とは言葉の通

り、書籍を多く読む活動のことであるが、本稿では次に挙げるルールに則った読み方

をしているものを「多読活動」とする。リチャード・R・デイ/ジュリアン・バンフォー

ド（2006）は成功した多読教育の特徴を 10項目挙げている。酒井、神田(2005)はこの

１０項目を踏襲し、英語多読において「辞書は引かない」、「わからないところは飛ば

す」、「進まなくなったらやめる」の多読三原則を設けた。さらに粟野他（2012）はこ

の三原則にさらに 1 つ加えて、日本語多読において「やさしいレベルから読む」、「辞

書を引かないで読む」、「わからないところは飛ばして読む」、「進まなくなったら、他

の本を読む」という 4 つのルールを挙げた。本稿では粟野他（2012）が挙げる 4 つの

ルールに則った読み方を「多読活動」とする。このルール 1、2 は GR がそれに適した

作りになっているのかが重要であり、以下、中国語初級 GRがルール 1、ルール 2に適

した作りになっているか使用単語を中心に見ていく。 
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3．中国語の初級段階別読み物 

3.1 既存の中国語 GRについて 

 本章では中国語初級 GR が前章で挙げたルール 1、2 に適した作りになっているのか

を見ていく。中国語初級 GRはすでに多く出版されているが、本稿はこれらの中でも初

級の「多読活動」に適していると考えられる北京語言大学出版の《 文分

Level 1》、《 文分  Level2》、華語教学出版社の《 汉语分

150 词》を対象とし、主に使用単語が「多読活動」に適しているのか分析

していく。尚、《 文分 Level 1》を《 》、《 文分

Level 2》を《 2》、《 汉语分 150 词》を《 》

として以下、説明していく。 

3.2 分析対象 

 本節では分析対象とする《 1》、《 2》、《 》について説明して

いく。《 》シリーズは 10歳から 18歳を読者対象とし、１Levelから 4Levelの 4

つのレベルに分けられた GR である。本稿で分析対象とする《 》は 2015 年新

版の HSK大纲に出てくる 150語の語彙を基本的に使用している。《 》には《

是 Miss He》《 》《 是 》《 的 》《 》《 了什么 》

の話があり、各話の平均ページ数は 11ページ、平均使用単語数は 127語 1である。《

》は 2015 年新版の HSK 大纲に出てくる 300 語の語彙を基本的に使用し、《

是 的 》《 了 》《 》《 的 》《

》《 的 》《 》《 的 》の話があり、平均ページ数は 16ページ、

平均使用単語数は 203語である。《 》シリーズの各話の内容は日常生活で起こる

感動、友情、事件、または中国での留学生活、旅行などである。《 》シリーズは

汉语 考 词 表 2012 ）、《汉语 汉 词 分

》、《 汉语 1500 词语表》を参考にし、《 语 学与评 性

》（CEFR）と照らし合わせて使用語彙を設定し、制作したものである。このシリー

ズは入門から 6級までの 7級に分けられている。本稿で研究対象とする《 》

は未習語が独自に制作された使用語彙の 20％を超えないように設定されており、HSK

１級、CEFRA1に対応した作りになっている。《 》には《 》《

》《 》《 》《 》《 》《 生与 》《 》《

》《 》《 》《 》《 》《 的 》2の

話があり、ページ数はすべて 24ページ、平均使用単語数は 169語である。各話の内容

は中国古代の民話、神話、伝説を扱っている。以上、簡単に本稿で分析対象とする GR

を説明した。以下の節でこれらの GRが「多読活動」のルール、特にルール 1のやさし

いレベルから読む、ルール 2 の辞書を引かないで読むことに適しているか使用単語か

ら検討していく。 

3.3 使用語彙について 

 本節では中国語 GR で用いられる単語が中国語初級学習者に適しているのかを新汉

                                                     
1 本稿では単語数の測り方はすべて異語数とする。 
2 2016年の段階で出版されたもの。 
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语水平考试词汇表（2012 年修订版）の 1 級、2 級と日本で使用されている初級中国語

教科書 9冊 3の使用単語を基準として見ていく。尚、本稿で初級学習者とするのは大学

で 1年間の第二外国語の中国語の授業を学習し終えた学習者のことを指す。 

是  是    

HSK  12.5％ 19.3％ 20.0％ 17.2％ 12.0％ 17.1％ 

 5.0％ 11.7％ 8.8％ 7.9％ 6.4％ 16.1％ 

表 1.《轻松猫１》 

        

HSK 

(１級） 

20.1％ 36.6％ 29.1％ 36.2％ 32.2％ 25.1％ 36.0％ 26.3％ 

 16.7％ 22.2％ 20.3％ 12.0％ 14.5％ 11.8％ 19.3％ 13.1％ 

      

HSK 

（1級） 

28.8％ 29.2％ 26.3％ 40.3％ 33.7％ 27.6％ 

 18.7％ 20.4％ 11.0％ 20.4％ 20.2％ 14.0％ 

表 2.《彩虹桥入門》 

        

HSK 

(2級） 

17.2％ 22.1％ 10.6％ 20.8％ 19.9％ 9.0％ 15.9％ 11.4％ 

 8.3％ 14.2％ 5.6％ 8.4％ 10.1％ 3.0％ 9.9％ 4.3％ 

表 3.《轻松猫 2》 

上記の表の数字は《 1》、《 2》、《 》の使用単語のうち新汉语水

平考试词汇表（2012年修订版）1級、2級と日本の初級中国語教科書に未収録の単語、

即ち初級レベルから逸脱したレベルの単語数の割合である。表１から《 》は

話によって多少、数が異なるが、概ね初級者にとって未習の難しい単語の出現は多く

ないと言うことがわかる。表 2 は《 》で用いられる未収録の単語の割合で

ある。20％以上のものが散見されることから、初級者にとって未習の単語が多く用い

られるということがわかる 4。このシリーズは前述したように HSK1 級に対応した作り

3 白水社『1年生のコミュニケーション中国語』、『はじめまして中国語』、『できるつたわるコミュニケー

ション中国語』、朝日出版社『Love！上海』、白帝社『黄炎の留学生活』、『彩香と李陽 総合的に学ぼう

初級中国語』、金星堂『中国語 Hop・step・jump』、同学社『初めての中国語コミュニケーション改訂

版』、『楽しい中国語コミュニケーション改訂版』の 9冊。

4 《彩虹桥》シリーズはいくつかの単語には本文の左側に英訳を付けている。本稿ではこれらに関して

も未習語として扱った。 
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になっているとされているが、使用単語に限って言えば、「多読活動」を行う初級者の

レベルに対応しているとは言えない。最後に表 3であるがこれは《 2》で用いら

れる未収録の単語の割合である。これも《 》と同じく初級者にとって未習の

単語の出現は多くない。以上、《 1 》《 2 》《 》の使用語彙

における「多読活動」の適切性を見てきた。以下の節では初級学習者のこれらの GRに

対する理解度を見ていく。 

3.4 初級学習者の理解度 

 2019 年 2 月に早稲田大学教育学部に所属する学生 5 人（a～e）に上記の GR のうち

《 》からは《 了什么》《 的 》《 是 》《 》、《

》からは《 生与 》《 》《 》《 》、《 》からは

《 》《 》《 了 》を読んでもらい、それぞれの

要約をしてもらった。5人はすべて 2018年 4月から週 3コマの中国語学習を始め、中

国滞在、留学経験のない学生である。結果は以下のようになった。 

 

                                           

  

 

 

 

 

表 4.《轻松猫 1》                           表 5.《彩虹桥入門》 

                                                                          

 a b c d e 

 〇 〇 × × × 

 × × 〇 〇 × 

了  〇 × × 〇 × 

表 6.《 2》 

 

上記の表 4～6 からわかるように理解度が未習語の多さと直接的な関係にはないとい

うことがわかる。具体的に言うと上記の表 2 で指摘したように《 》の未習

語は 20％以上のものが散見され、使用単語は必ずしも初級者に対応していたわけでは

ないが、表 4、表 5からわかるように初級者の理解度は他の GRより高く、中でも《

生与 》は被験者の dを除き、全員が正しく理解できている。一方、《 》

の《 了什么》は未習語が 17.1％、16.1％であるが、被験者全員が内容を正しく理

解できていない。また《 》の《 是 》の未習語は教科書で 8.8％と少な

いにもかかわらず、被験者 e 以外、全員正しく理解できていない。その一方で教科書

の未習語が 20.4％の《 》は被験者 bを除き正しく理解できている。理解度の

高かった GR と低かった GR の違いを挙げるとすると高い方は未習語の使用の際に内容

理解の補足として適切なイラストを使用し、低い方は未習語の使用の際に用いられた

     a b c d e 

生与  〇 〇 〇 × 〇 

 × × 〇 〇 〇 

 × × 〇 〇 × 

 〇 × 〇 〇 〇 

 a b c d e 

了什么 × × × × × 

的  × × × 〇 〇 

是  × × × × 〇 

 〇 × 〇 〇 〇 
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イラストは以下のように内容理解の補足となっていない。例えば次の図を参照された

い。 

                  

      
図 1.《 了什么》                       図 2.《 生与 》 

 

《我吃了什么》では“ 了 ”において図１のイラストが用いられ

ている。未習語に対応したイラストではあるが、イラストが小さく、このフレーズを

正しく理解できた被験者は一人もいなかった。《 生与 》では“ 了

么 得 ”において図 2 のイラストが用いられている。これにはいくつか

未習語や未習文法事項が含まれるが、上記のイラストにより読者への内容理解への配

慮がなされており、被験者全員がこのフレーズを正しく理解できている。 

 

４．まとめ 

 以上、《 1》、《 2》、《 》が「多読活動」に適しているのかを

使用単語を中心に見てきた。《轻松猫 1》、《轻松猫 2》は初級学習者にとって易しい単

語が多く用いられているのに対して、《 》は初級学習者にとって難しい単語

を多く用いている。しかし実際の学習者の理解度は《彩虹桥入門》の方が高い。これ

は《彩虹桥入門》がイラストを適切に用いることにより、難しい未習単語に対する理

解を補足し、学習者の理解度は上げているためである。《 1》、《 2》、はイ

ラストを適切に用いていない箇所が見られ、学習者の理解度を下げている。今後は使

用単語以外も文法項目についても検討し、「多読活動」を行うことが可能な中国語初級

GRの制作を目指していきたい。 

 

参考文献 

粟野真紀子、川本かず子、松田緑 2012.『日本語教師のための多読授業入門』:6頁。東京:アスク出版。 

酒井邦秀、神田みなみ 2005.『教室で読む英語 100 万語 多読授業のすすめ』:7頁。東京:大修館書店。 

福本亜希 2004.日本語教育における多読の試み,『日本語・日本文化』30:41-59頁。 

藤井数馬 2013.学習実態に基づく１年間の多読授業が読解情意面と外部試験結果に与えた影響,『中部地

区英語教育学会紀要』第 42号:197-202頁。  

リチャード・R・デイ、ジュリアン・バンフォード、桝井幹生監訳、川畑彰ほか訳 2006.『多読で学ぶ英語 

楽しいリーディングへの招待』:9頁。東京:松柏社。 

本研究は科学研究費助成事業の交付を受けて行ったものである。 

25



2 1  

2 .  
 

 
 

 
 3 1

  1 2

b9 9

9 9

g

b9 9 6

7 9

9 oA 9 B

b l9 b9

9 b9

l 9 l9 o

 2

b 9 B B l9 

9 w

b9 A 9

9

9 o l9 l oA 9

l b 92 l

b9 9 9 9

9 9 9

9

A 9

9 oA

9

9

b9 oA 9

9 oe g

 

26



 2 2 1

w 9 l

  oA 9 b9

l9 b9 B

B 9

9   b9

9 l 9

b9 oA

* i ? i 51. 1 /8 1 .2. 7  

2 b 10   
* ?

51. 1 8 1 . 17 87 870.  

b9 i bl l

9 oA B

1

  b9 9 b b

9 b b B 9 b

9 Bl 9 B

9 9 b

9 b9 A o 9

  b9 b 9 b

9  b9 9 b

 
2

b9 9 9 b

B 9 8

o  
 2

b A

* ?

A

    ?

M ?

27



e

?

b 9

e tP

? e tP

9 b9 b 9 o

b9 11/0 9

9 y b

oA B

9 b9

9 l9 b

B

c ?

I s ? I

 o

?

?

9 b 9

B 9 b o

9 9 9

oA  b9 b

9 bb

b

b9 b l

9 b

9

e l 9 A 9

l9 B

l 9 oA

A 9 A b B

A b b9

9

b b  
? M

28



b

? M

b

?

b

?

B

? t

b

?

b

M n ? M n

b9 b 4 5 B

b b b oA oA

b 9 B l 9

8 9 8

b9 b 8 9 B 8 A

9 b 8

B oA

9 8 oA 9

A b 9 oA 9 b

9 b A

b b w 9 A b

9 b e

o o

h g

?

9

oA G 9 b 9A

9

B B 9 9

oA

, 2 , 5 6 3 5

6 9 4

29



3 b 9 b w

9 A b

b

v

4

9

o 9

9 B B

e 9o

A

b9 g 9

B B b9 b b

b 9

oA 9

9

9 A b

A b9 9

2 9

����

7 84 4

( : 7 8  )

4

- 7 84 4

, 1 7 8  

2 4

) 1 1 7

8 - - 4

( 7 8 , - ) 4

) 7 8( ( 4

- 0 1 1

, 4

-,, S : 7 . 8 (

) ) 4

) d l 7 8 4

ad l m M 7 V

8 ( - ) 4

( l 7  8 ( 4

30



23 3 3

5

 

S H

 
 

y y

y f l l l

f l l

l l fc V

” S - f

l l ”

S y e v l

l l a y

e 《 f l

l l l l l

y e

l l v

 3

e“S , S : D7 : 7 7 :

l

L g e N y

》 》 ③ 。 》

f i ic S ) i i i

l c》 》

l if 》 K v 》

e y F7 /: : 58 ( 》

l if y

y f l S67 : ́

3

    4 D S l e o

l 。 d f l K

K l f 》 l

l f l f 》

③ · ③v l

31



l f f l l

f 。 y 。

3 3

S , l

l l a u l g

f

l e 、

l l l

。 l v l

。 y y f h f

l v l y l 。 h

e : D K l l

y o f

y y ① o o e y

。 。 l

l l l l

l

4

 3

    : D K l

l 。

0. h e h e

③ 。 h e

③ d e

e e e

4V l

o ① h e

l

③

0 0 e e

e ① y ③

o 0 e e h e

                                                
1 f ③ f

32



l e y

l e ① y v l

y f l ③

e d o

4 d 。 l f 4

4 e y o · 0

e

v 4 v

4 e 4 y 4 v l

③ 4 》 4

y

③ 。 v l 。

l e ① f y

y · 、

l e

e ③

l t 。

3 3

0V 》 》 ③

4V

h h e① ③

” e

》 l f K

l · l

· e K e o

c K i · l ③ f

· ③

K i l V

l ·

V l

l l y l 152 f

l l

③ f l l

l · e K

y e ” K l f ”

l ③ i

: D7 :S v K l g

33



v 》

y l l f l

· 》 l l l

e③ · l l i

l l f f l

l l

f i

4. ③

f e ②

d dy ②

f do ③

0. f

f ③

l d f y u

l l l l l

l f K f K f K 、

y

u

u u 4 0 ③

u f

l

l l

3 1

0 e l c》

》

0. e y

0 d e y e

y 0 e y

y e 、 0 f y 。

l

。 0 e l

n l K y

y y 0 cd

0 e y

0 》 i 、

0 。 y

e l

34



0 。 0

h y 。

e e 0

y

l l fc》

》 v 》 g l

》 u

l l

l l l 。

l l

— h y

l l

f a

.

5 EMUL L

-,. 2-0. - . 7 7 2 5 ESU /,

	

SL H F J 1 B

5 ESU /, ESU /,

	

5 EMUL L

) K )V)-

1: D7 : 37 7 : e e V)-

, l l l f

V ( 3 (

- l r )V))3 )

s l (V ,3,

Norton, B .2000. Identity and Language Learning: Gen- der, Ethnicity and Education Change. Essex: 

Pearson Education Limited. 10-11. 

van Deusen-Scholl, N. 2003.Toward a definition of heritage language: Sociopolitical and pedagogical con- 

siderations . Journal of Language, Identity, and Education 2(3): 211-230.  

Valde ́s,G.2000. Heritage language student:Prifiles and possibilities.In O.Kagan & B.Rifkin, The Learning 

and teaching of Slavie Landuades and Cultures. Bloomington,Indiana.375-403. 

35



31  

2 .  

 
 

 
 
 

9 p 9 u a

P K A a9 i

u A E 9 a A a C

A SK a9

9  
 

a P

P 	 9 	 9 a 2
6 P A

a9 A  
P a9K

a i H h 9 E

9 A K a C C

A K SK

9 9 9 9 9

S T E 9 K 9

9 a

AK i A A h 9 a

9  
A a9 s s 	 a

A a A 9 h

A A P a9 AH E

9S P A h

9 K s s

	

a P p 9

h A 9 P K A A A

9 h A  
	 a9

36



P 9

9 9S s P K

E 	 A 	 a9

u 9 a i P

h  
A a9 A

K a

P u 9 9 9

A  
9 	 a9

h A  
K 9 aAH E h 9

a C A K a S h

a h P  
	 a s

a ,,9 9 9, ���	

����
��� 9S 9

9 9 9 9

9S T EH A A A

h 9 P p a 	

9 s h A9

s 9 S 9

A A 9

a HA A 	 H

9 AK i A P

A  
 

2 . 31

KK a9 P i  
 

a h a H9

9 C P h aS 9

9 A a

P K A a9 	 a

1033524 		 A a9

9 i P K 9

i K P 1033524 		 	 a

 
a 9 A A a9

P S T 3

37



P  
K a9 9 9 9 	

a9 A 9 A a

	 9 h9

h9 E E h a Ah

A E E 	  
2

s s 	 a9

9

i A

a9 s s 	

9 9 9

a9 i 9 A 9

9 9 9 9 9 9 9

i A a

	 9

A 9 	

9 P A K P E

9 u S 9 u E h

u h 9S 9

9 9 9 S 9

9 9

H a

A K E 9 i su h E

h a A E K

a9 9 9 9

A E 9 A h a 9

K E A

a9 A

9 9 S 9

A h C 9

9 C9 i A

A h9 H A 9

a A 9 Aa

9K a Aa

E 9 A A a9

A 9 P

9  

38



	

	

0

3
0

4
2

2

3

	

4
4

4
0

4
8

4 4

4

0

2
0

0

5

2
0

0

2

3
0

0 4

5

3
0

4 2

4

5

1.

39



,

J

 

 

 .

 

D

, ,  

 

	 	 1999. ,

2012.  

2016. 19 39-57  

2015.

 

2009.

 

2015. ,  

2016.  : . ,

 6 19-24  

2014.

 

http://www2.itc.kansai-u.ac.jp/~ymzknk/rubric/index.html 

 

, :,  

40



模擬面接における中国語学習者の受容型コミュニケーション・ストラテジー 

西 香織 

（北九州市立大学） 

1. はじめに

「コミュニケーション・ストラテジー（Communication Strategies）」は，第二言語習得

（SLA：Second Language Acquisition）研究の分野において様々な定義，分類，アプロー

チがされてきたが，大まかには「第二言語で会話をする際に，その言語に対する知識や能

力の不足などからコミュニケーションに支障が生じる（可能性がある）場合，その支障を

取り除くため，あるいはより効果的にコミュニケーションを継続するために第二言語学習

者がとる方策」を指す。コミュニケーション・ストラテジーには大きく，自分の発話のた

めに用いる「産出型」と相手の発話を理解するために用いる「受容型」がある。尾崎（1992）

は「もう一度言ってください」「すみません」「え？」「わかりません」，相手の言葉を繰り

返すエコー等，「相手の話が聞き取れない，分からないという問題に直面し，それを解消す

るために相手に働きかける方策」を「聞き返し」のコミュニケーション・ストラテジーと

呼んでいるが，受容型コミュニケーション・ストラテジーには，このほか，首をかしげる，

沈黙，わかったふりをする，考え中であることを示す，といったストラテジーも含まれる

（西 2017）。本発表では，中上級レベルの中国語学習者が「面接」場面において，相手の

発話を聞き取れないまたは理解できないという状況に遭遇した場合や内容の理解に自信が

ない場合にどのような受容型コミュニケーション・ストラテジー（以下，「ストラテジー」）

を用いたかを分析し，中国語母語話者との比較を行う。その他，学習者の母語の影響，ま

たは学習者特有のストラテジーや表現形式が見られるか，使用されたストラテジーは聴解

の問題を解決するのに有効であったかどうか，調査形式によって使用されるストラテジー

に差異があるかについても考察する。 

2. 調査の概要

調査は，「翻訳会社への就職面接」という模擬面接の形で個別に実施した。面接室には面

接官（中国語母語話者）がおり，入室から退室までの一連のやりとりを録画し，後日，必

要に応じてフォローアップ調査を実施した。被調査者は中国語学習者 10 名（日本語母語話

者 5 名，韓国語母語話者 5 名）と中国語母語話者 5 名で（以下，中国語母語話者を「母語

話者」，中国語学習者を「学習者（日）」「学習者（韓）」と略記する），学習者は皆，調査当

時，中国の大学の中国語上級クラスに所属しており，HSK（汉语水平考试）5 級 180 点以上

のスコアを有するレベルであった。中国語能力の違いから母語話者が中国語でコミュニケ

ーションをとる際に聴解に支障が生じることは学習者に比べ少ないことが予想されたため，

母語話者を対象とした面接の際には，面接官が方言や難解な用語を用いる，言い間違える，

咳払いや椅子を引いて雑音を発生させるなどして，意図的に聴解が困難な状況を作った。 
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3. 調査の結果 

ここでは Dörnyei & Scott（1997）を参考に個別インタビューにおけるストラテジーを

分類した西（2017）に手を加える形で，面接時に被調査者が用いたストラテジーの分類結

果と内訳を示す。 

 

ストラテジー 例 
学習者 

母語話者 
（日） （韓） 

S1.直接的説明

要求 

“zuoyouming（座右铭）是什么?”

“Trados 是…？”“什么意思?” 
6 3.2% 9 7.0% 1 2.6% 

S2. 間 接 的 説

明・反復要求 

a.エコー[↑]: “zuo・youming?” 61 32.3% 30 23.4% 2 5.1% 

b.感嘆詞[↑]:“嗯?”“啊?”“え?” 6 3.2% 5 3.9% 6 15.4% 

S3.直接的反復

要求 

a.全部:“可以再说一遍吗?”“请

再说一遍”“
*
再说”“什么?” 

10 5.3% 13 10.2% 4 10.3% 

b.部分:“对什么的要求?”“您刚

才说的是・工资是多少啊？” 
0 0.0% 0 0.0% 3 7.7% 

S4.間接的反復

要求 

（聞き取れなかったことの表

明） 

“没听清” 

0 0.0% 0 0.0% 2 5.1% 

S5.確認要求 

“薪资方面的吗？”“薪资是工资

吗？”“是福利吗?”“我有哪些优

点?”（エコー[↑]） 

40 21.2% 24 18.8% 11 28.2% 

S6.直接的「未

理解」表明 

“不明白”“没有听懂”“不知道”

“听不懂” 
6 3.2% 9 7.0% 2 5.1% 

S7.間接的「未

理解」表明 

a.非言語行動（首をかしげる，

目を見開く，身を乗り出す等） 
12 6.3% 6 4.7% 0 0.0% 

b.沈黙（フリーズ） 3 1.6% 2 1.6% 0 0.0% 

S8.わかったふ

りをする 
“啊－[↓]”，うなずく，“不会” 6 3.2% 5 3.9% 0 0.0% 

S9.考え中であ

ることを示す 

a.エコー[→]:“wangluo（网络）

…”“jia ban（加班）…” 
17 9.0% 11 8.6% 1 2.6% 

b.フィラー（感嘆詞）[→]:“嗯

－”“啊－”“えー”“あのー”1 
17 9.0% 9 7.0% 2 5.1% 

*S10.丁寧語の

使用 
“不好意思”“请问”“你好2” 5 2.6% 5 3.9% 5 12.8% 

 計 189  128  39  

表 1. ストラテジーの分類と内訳 

                                                
1 興味深いことに“那个…”“就是（说）…”などのフィラーは聞き返しの場面では一例も使用されなかった。 
2 母語話者にのみ英語の“excuse me”のような意味で用いられる“你好”の使用がみられた（例：“你好，可

以再说一遍吗?”）。 
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S1～S7a がより典型的なストラテジーであり（S7b は限られた場面でのみ有効），S8 や S9

はより消極的なストラテジー（聞き返しの回避），S10 は通常は他のストラテジーと共に用

いられる補助的なストラテジーである。使用されたストラテジーは計 10 種類あり，学習者

（日・韓）はうち 9 種類を，母語話者は 8 種類を用いていた。被調査者は各 5 名と少数で，

使用されるストラテジーには中国語能力の差異だけではなく個人差も反映されているもの

と考えられる。使用されたストラテジーの総数は学習者（日）が最も多かったが，S5 や S9

を多用するなどして意味を確認しながら慎重に会話を進めようとする学習者がみられたこ

とも影響しているのではないかと考えられる。表 1 の分布は一定の傾向を示したものと理

解されたい。 

 

4. 結果の分析 

4.1 各母語グループの傾向と特徴 

いずれのグループにおいても自分の理解を確認する S5 の使用割合が高かったことを除

き，学習者と母語話者では使用するストラテジーの分布状況が異なっている。学習者は S2a

（エコー[↑]）を多用する傾向が見られ，母語話者には使用が見られないまたは少ない

S7a,S7b，S8，S9a，S9b の使用も見られた。また学習者の使用する S2b，S9b には「え？」

「예？」「えー」「あのー」など学習者の母語の感嘆詞やフィラーを用いた例が 6 例見られ

た。逆に，母語話者のみが使用し学習者が使用しなかったものは S3b，S4 であった。 

同じストラテジーであっても，実際に使用される表現形式や共起するストラテジーなど

学習者と母語話者では異なる部分が多い。例えば，相手に全文の繰り返しを要求する S3a

は，母語話者では“不好意思，可以再说一遍吗?”のように S10 と共起する傾向が見られた

のに対し，学習者（日・韓）は単独で用いる傾向が強く，さらに“什么?”（韓）のような

「面接」というあらたまった場面ではふさわしくない表現を用いたり，“再说。”（日）のよ

うな誤った表現を用いたりするケースも見られた。また，自分の理解について確認する S5

では，母語話者が“您说的是福·福利吗?”“是薪资方面的吗?”のように確認内容を明確に

するような表現を使用しているのに対し，学習者は“自己的情况?”“19?”など相手の発話

の一部分を繰り返すだけのより簡略した表現（エコー[↑]）が多用されていた3。さらに，

S6 においては，母語話者が“我不是太明白这个词的意思。”“不好意思哈，我没有听懂。”

といった表現を用いていたのに対し，学習者（韓）は“（我）不明白。”“（我）听不懂。”を

使用することが多く，学習者（日）は，「わからない（理解できていない）」という意味の

つもりで“不知道。”を使用することが多かった。S10 の使用も 3 グループで異なっており，

母語話者は S3 と共起することがほとんどであったのに対し（例：“请问，您能够再说一遍

日元多少吗?”“不好意思，可以再说一遍吗?”），学習者（韓）では S6 との組み合わせが比

較的多くみられ（例：“我不太明白，不好意思。”）,学習者（日）では単独使用が目立った。 

                                                
3 S2a と S5 のエコー[↑]は，発音や切れ目の正確さ，イントネーション，表情，共起するストラテジーなどに

よって区別している。前者は往々にして発音が崩れており，他の語として聞き取られることもある（例：“你

的座右铭是什么?”に対し“zoyo?”“zuo·you ming（做·有名）?”，“你的工作观是什么?”に対し“guanxi shenme

（关系什么）?”“gongzuo·guanxi（工作·关系）?”と応答する等）。 
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4.2 使用されたストラテジーは相手の発話を理解するのに有効であったか 

そもそも相手の発話（音声）の全部または一部を聞き取れなかったという場合には，相

手に発話の繰り返しを求める必要がある。その場合，S3 が有効であり，その中でも聞き取

れなかった部分を問う S3b は，聞き取れなかった部分をより明確に相手に伝えることがで

きるため有効であったが，学習者には使用が見られなかった。全体の繰り返しを要求する

S3a の場合，どの部分が聞き取れなかったのかが相手に伝わりにくくなるが，学習者が S3a

を使用する場合に限り，面接官は話すスピードを落としたり平易な説明に切り替えたりし

たことから，学習者にとっては有効なストラテジーとなりうる。ただし，「面接」という場

面や「面接官」という対話相手を考慮するならば，S3 を単独で用いるのではなく，S10 と

共に用いたり“能再说一遍吗?”のようなより丁寧な表現を選ぶなど，使用する表現に注意

を払う必要がある。なお，S4 を用いても S3a とほぼ同様の効果があったが，学習者の使用

はみられなかった。 

相手の発話（音声）は聞き取れたもののその全体または一部の意味が理解できない場合

には，S1 や S6 を用いることで相手からより平易な説明を引き出すことができ理解に至る

ことが多かったが，学習者（日）に見られた“不知道。”を使用した場合，面接官には意味

が理解できずに戸惑う様子が見られ，往々にして問題の解決には至らなかった。 

S2a，S2b の単独使用は，繰り返しを要求しているのか説明を要求しているのかが曖昧と

なる。母語話者が S2a を用いた場合には「説明要求」と理解され，面接官はさらに詳しい

説明を行っており，学習者が用いた場合も面接官はより平易な言葉に言い換えることが多

かったが，発音が崩れていたり切れ目が不適切である場合には発音矯正に傾くのか，面接

官は同じ表現を繰り返すことが多くなったことから，「説明要求」としての使用にはあまり

適していない。S2b を単独で使用する場合も，面接官は同じ語・表現を繰り返すのみであ

り，説明を求める場合には有効ではなかった。S7a を用いた場合には，通常，面接官は同

じ表現を繰り返していたが，往々にして理解に至ることなく話題が終了していた。S7b の

場合も，面接官は繰り返しや説明を行いはするが，最終的に理解には至らないことがほと

んどであった。 

自分の理解を確認するために用いられる S5 は，その理解が正しければ承認を得られ，理

解に誤りがあれば修正を得られるため最も有効なストラテジーと言えるが，S5 を使用する

ためにはそれ相応の理解ができていることが条件となる。 

この他，S8 は話の流れをスムーズにするのに貢献することもあるが，その後の話の流れ

で理解できていないことが露呈することもあり常に有効とは限らなかった。また，考え中

であることを示す S9 は，考えるための時間を稼ぐという意味では有効であるものの，相手

からはうなずきや表現の繰り返ししか得られず，発話の理解に至らないことが多かった。

S10 は学習者（日・韓）が単独で使用していたが，そのまま話題が終了してしまうことも

あり，単独での使用は有効とは言えない4。 

4.3 調査形式の違いによってストラテジーも変化するか 

本節では学習者（日）に限って考察する。西（2017）が中上級の学習者（日）10 名を対

象に行った個別インタビューでは，個別面接と同様に S2a の使用が最も多く（面接：32.3％，

                                                
4 英語では“Sorry?”が単独で聞き返しの機能を持ち，日本語の「すみません」も一応は単独で聞き返しの機

能を果たしうるが，中国語の“不好意思”等は聞き返しとしての独立性がさらに低いものと考えられる。 
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インタビュー：31.3％），考え中であることを示す S9a，S9b も比較的多く使用されていた

ものの（面接：計 18.0％，インタビュー：計 14.6％），面接の場面で割合の高かった S5（21.2％）

の割合はインタビューでは低く（4.2％），逆にインタビューで割合の高かった S1（18.8％）

は面接では 4.2％にとどまった。模擬とはいえ就職のための個人面接であり，学習者はで

きるだけ一つ一つ慎重に意味を確認しながら相手の質問に答えようとする傾向が見られた

こと，一方で，面接という精神的な緊張度の高い場面であり，聴解に支障があった場合に，

はからずも手振りや身振り，沈黙が増えてしまったことなどが，使用されるストラテジー

の差異を生み出した要因として考えられる。 

 

5. おわりに 

学習者が最も多く用いていた S2a は単独で使用した場合，繰り返しを要求しているのか

説明を要求しているのかが曖昧となり，かつ発音が崩れていることも多いことから，対話

相手である面接官は発音矯正の意味で問題となっている表現を繰り返すことが多く，学習

者のほしい情報が得られにくくなるという短所がある。また，S2a には聞き取れない部分

を繰り返す場合（往々にして発音が崩れる）と聞き取れた部分のみを繰り返す場合がある

が，いずれも他のストラテジー（S1 や S6）を簡略化した形式であることから，特に面接と

いったあらたまった場面では，より直接的なストラテジーを用いるか，S10 などその他の

ストラテジーと組み合わせて使用するほうが有効にかつ適切に聴解の問題を解決すること

ができると言える。今回の調査から，母語話者にとって有効なストラテジーと学習者にと

って有効なストラテジーはやや異なっていることがうかがわれたが，学習者は有効なスト

ラテジーを身につけると同時に，対話の相手や場面に応じて表現を変える（例えば目上の

相手には“什么?”ではなく“不好意思，能再说一遍吗?”という表現を用いる等）という

語用論的能力を養うことも重視する必要がある。 
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日本語を母語とする学習者による中国語プロソディ理解の特徴

張婧禕・玉岡賀津雄・勝川裕子

ǹáÜĊùĀǺ

1. はじめに

ŃŏǅŢǅǄƫbǻ�¤�^]aǴïƇ^ǬġƇŸĪFƣǅƻœ_ą©PqÝƯĪFÕ

Ä_@q\ĳĹMrZAqǹŐč£ŒŬ£ðŏ��		�Ǻ;hUǻ«îǅǄƫlàś_ǻ�¤

�mǜǫǹ2.-'�120'11Ǻ\AXU� ��xuſAZľaĭæƇ^ňņĪuƻŮPqK\

F[Gq\óåMrZAqǹŪŷ£ő, 
��
; 孟子敏, 
���� 石佩雯ǻ
��
Ǿ徐仲华, 
���Ǿ
杨立明 
�� ƚǺ;NENǻĭæÔÈaUkaǬġƇŸĪ_YAZbǻŃ«ªƼǅ[ùGH

Ƅ^q;U\CcǻŃŏǅb�¤�aǷ³w}�¡�[ĭæuęÈPqƼǅ[@pǻ�¤

�_ǜǫuƧHK\[ĭæuęÈPqK\bǩNA;Kr_ćNZǻ«îǅ[bǻǫƜ_

ǜǫuƧHK\[àOƣǅŚǕuĲYňņľaĭæuęÈPqK\F[Gq;石佩雯ǹ
��
Ǻ

bǻ«îǅĀƩƫ_ćPqžÃDndƭƻĳĈ_bǻ� ��xƌǋuūſPfG[@q

\ĸŖNZAqFǻŃŏa«îǅĻƮ[bǻ� ��xFĻĴǯƉ\NZÛp§Jorq

K\bg\v]^A;

KanB_ǻŃ«ªƼǅbĭæuęÈPqUkaǬġƇŸĪFƄ^XZAq;_lEE

toQǻŃŏ®«îǅĀƩƫb«îǅa� ��x_YAZĭǋƇ_ĀeŞ°bg\v]

^AK\Eoǻ� ��x_nXZ«îǅľaøƨuÇÈPqabìǩ[@qK\F¬Ĭ

Mrq;SK[ǻŏƆƵ[b«îǅuƙ � ÷îǅ\NZĀeŃŏ®ĀƩƫFǻ�¤�mǜ

ǫ\AXU� ��x_np � ǓpaƻǛFÝƯ^ňņľu]anB_ƭGÄIqE_Y

AZǇŕNǻ«îǅa� ��xŽƻ_DIqŃŏ®«îǅĀƩƫaŸĥuńoE_Pq; 

2. 実験手順

2.1 実験協力者

ŏƆƵ[bǻŃŏîÀaùĀ[«îǅuƙ � ÷îǅ\NZĀv[Aq � áaŃŏ®«

îǅĀƩƫućǌ\NU;ÖÎƫ¾èa«îǅaČºšbĕñ[�	¢Ōǹ����¢ŌǾ�$4���

¢ŌǾ�*-��	 ¢ŌǺ[@pǻĕñĖǸb �	 Š  ¢Ōǹ���� ¢ŌǾ�$4��
 Š 

 ¢ŌǾ�*-�
�

Š � ¢ŌǺ[@XU;KanB^Ńŏ®«îǅĀƩƫućǌ_ǻ¯¨a 5 YaǇŕuĂŁ

NU;

ǹ1ǺǫõĸƐMrU�¤�hUbǜǫuäj«îǅľaĭæÇĿĂǶ 
ǹ2Ǻ� ǫƜaõǇơißtR_nqƌƺĂǶ 
ǹ3Ǻ� ÿųÿǅaǅĞçáǆǳ 
ǹ4Ǻ«îǅaǅĞƯÎ��� 
ǹ5Ǻƍ°Ǆ£Ǟ°Ǆuäj«îǅaƭƻ��� 

51



2.2 実施内容 
ŏƆƵ[bǻ� YaĂǶDnd � ƕǵa«îǅ���uµRZĂŁNU;� YaĂǶb

ĦŽƼǅĀĂǶ��� ��/0*,'��	 uÉſNU; 
2.2.1 中国語の韻律による意味判断実験 

ŏƆƵ[bǻ�¤�Dndǜǫ\AXU � ƕǵa� ��x_nqŽƻuŰāPqUk

_ǻÞ� ��xaƕǵ_ćNZǫõĸƐŇǻÞľ_DIq� ��xa²ƧöÓ_nq

� ǓpaƻǛFÝƯ[@q  YaÊŴľuƿIǻƽ 
� ľǹ� ƕǵa� ��x5 ľ5� Y

aǬġƇ²ƧöÓǺuƿāNU;SrTraÊŴľb � YaĂǶ� �}_ÄIǻ� áa

ĀƩƫ_ćN|z¡�¤��¡�[ǫõĸƐNU;�

ĂŁİǰ\NZbǻhQǻ«îǅaÊŴľFĀƩƫ_ǫõ[ĸƐMrǻSaĢǻŃŏǅ

a !'1��. ƅéľF�}�¤¡_ƹƺĸƐMrq;ĀƩƫ_bǻKaƹƺĸƐMrUŃŏǅ

aľFǻǫõĸƐMrq«îǅľaĭæ_ßƱPqEãEuǒǔEYşƏ_ÇĿNZlo

XU;�

2.2.2 中国語の声調知覚実験 
«îǅaõǇƌƺĂǶbǻ� ǫƜaŶĭæǅ[@q�,$,$�_nqõǇaơißtRu¶

AǻĀƩƫaęÈƯÎuŰāNU;� ǫƜǹ�,$,$�Ǻ_nqõǇaơißtRbßƽ 
� Ǔ

p\^q"�,$��,$��\�,$��,$��bàOnB_ƬGÛrqUkǻ
 YaơißtR\NU;

SaUkǻ� ǫƜaõǇaơißtRbǹ5Ǽ
ǺǓp\NU#;Krou  
 �� ǆǳaÊ

Ŵǅ_ſAU;�

ĂŁŀŧ\NZbǻţëǻ� Ya � ǫƜ�,$,$�aõǇaơißtRuĀƩƫ_ǖƥNZ

ǫõ[ĸƐPq;SaĢǻ� ƃƉ_ƬKCU�,$,$�aõǇaơißtR\àOlau 
 ƃ

Ɖa�,$,$�\ � ƃƉa�,$,$�a«EoǒǔEYşƏ_ǙıNZloXU;Kaİǰ_ģAǻ

ĀƩƫ_ćN � ǫƜ_nqõǇơißtRaƌƺu �
	 ë" 
 F 
� Ǔpǻ � F 
 Ǔp[

@qUkǻªƫaơißtRb �
	 Ǔp_^q#ŰāNU;�

2.2.3 中国語の２字漢字語の語彙命名実験 
«îǅa � ÿųÿǅaǅĞçáĂǶ[bǻĀƩƫ_nq«îǅaǅĞžÃƯÎuŰāN

U;� ǅǹ
� Ǔpa � ÿųÿǅaõǇaơißtR5 ǅǺuÊŴǅ\NZ¶ſNU;K

roaÊŴǅbłƩĻƓŊEoǙāNU;ÊŴǅu 
 ǅQY�¡��_ųÿ[ĸƐNǻĀ

Ʃƫ_ǔmE_ƆǫNZloXU;�

2.2.4 中国語の語彙能力テスト 
� ěýƒ£żč£Òďǹ�	
�ǺFǟƆNUêƫı¥ğĚa«îǅaǅĞ���u»ſNU;

KaǅĞ���bǻáǂǻÑǂǻğĄǂDndÌǂ\AB  Ya¨²ÄǵuĲWǻÄǵL

\_ 
� éQYƿIǻßƽ � é\NU;
 é 
 ŵ[ǻűŵ � ŵ\^q;�	
� Ė 
� Ō_ǻ

KaǅĞ���uŃŏaùĀ[ � áaŃŏ®«îǅĀƩƫǹ��� ¦ƟƊĝǺućǌ_ĂŁ

NUƢŔǻ} ¡��}a¹ǲė¸Ľǹ6�	��	ǺbǪĔ_ǷHǻǷA¹ǲĪFƐMrU;

NUFXZǻŏƆƵ[bǻKa���uÉſNZĀƩƫa«îǅǅĞƯÎuŰāNU;�

2.2.5 中国語の聴解テスト 
ųǅťĕƪǃǹ���Ǻa¿Ě�¤�ǹ)22/���333�%)*-'1'2'12�%-�(.&.3-+.$&�&.Ǻ[¿

ǟMrZAq � ƟDnd � Ɵ[ÃǳMrUǗÙéǳuſAZǻƭƻƯÎuŰāNU;ƍ°

Ǆ£Ǟ°Ǆ\ABéǳğĚu � éQYǙāNǻßƽ 
� é\NU;
 é 
 ŵ[ǻűŵ 
� ŵ
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[@q;�

 
3. 分析結果 
3.1 語彙および聴解テストによる記述統計の結果 

� áaĀƩƫ_nqƭƻ���aĕñb ��� ŵ[@pǻŜŲ¼đb ��	
 ŵ[@XU

ǹ�$4�

ǻ�*-��Ǻ;hUǻǅĞ���aĕñb ���
� ŵ[@pǻŜŲ¼đb ��		 ŵ[@X

Uǹ�$4��ǻ�*-�
�Ǻ;ÞĀƩƫ_nq«îǅƯÎǹõǇaƌƺ£žÃƯÎǻǅĞƯÎǻƍ

°ǄƭƻÎDndǞ°ǄƭƻÎǺ\� ��xǹ�¤�ǻǜǫǺŽƻ_DIqŸĥuĶƠ

PqUkǻ}���ÄœuƴXU;�

3.2 クラスタ分析と判別分析 
}���Äœ\bǻǵ±NUǯƉuưÑƇ_ǧkZàO~�¤�_ÄǵN^Foǻŉ^

qùG^ǥċŚǕuĲYǧßu´įPqĶƠƇÄœİŧ[@q;Kaŀŧ[ǻǯƉàôa

ƢßǗƔuǥċÓNU;ŏƆƵ[bǻ}���ÄœaƢŔEoĀƩƫaŽƻ_DIqŸĥ

uƸÃP;� áa«îǅĀƩƫ_nqǅĞĤŵǻžÃĤŵǻƌƺĤŵǻǜǫ_nqÇĿĤ

ŵǻ�¤�_nqÇĿĤŵǻƍ°ǄƭƻĤŵDndǞ°ǄƭƻĤŵa � YuŹƘöĽ\N

Zǻ}���ÄœuƴXU;}���ǠaǐǨbz{¤�ŧ[ǻĀƩƫǠaǐǨbĕŀ�

¤}���ǐǨuſAU;�� �y¡�a��¤�aBWǻ
� �y¡�[Åpǻ� Ya}�

��uĤU;� áa«îǅĀƩƫF]a}���_ÄēMrqEuƾǝNU;SNZǻK

roa � Ya}���uǻ� áa«îǅĀƩƫa � YaöĽ[ÇÈÄœuƴAǻđüĝ

Ó_nXZÇÈaşƛŻu¬ŰNU;SaƢŔǻKro � Ya}���F �����aşƛŻ

[şNHÄǵNZAqK\FŗǀMrU;Krbǻ
 áVIFǠǘXZÄǵMrUK\u

ĭæNǻŘkZǷAşƛŻ[@q;�

� áa«îǅĀƩƫu � Ya}���[ÇÈNUƢŔ_nq\ǻ� YaǡĽ[ÄǵMr

qK\FƐMrU;Kro � YaǡĽbōĭ_ÇÈ_ǍźNZAU�"ǡĽ 
 bǻ7�	�
		��

8��
�����	���/��		
��ǡĽ � bǻ7�	�����8������	�����/��		
#;� Ya}���u

ÇÈPqa_¶trU � YaǡĽ_DIq � YaöĽaŚǕƴÆbǻƵ 
 _ƐPǓp[@

q;ŚǕƴÆuiq\ǻƙ 
 ÇÈǡĽunpĜHŚįPqöĽbǻƌƺƯÎǻƍ°Ǆƭƻ

Îǻ�¤�_nqŽƻa � Y[@q;¥ŀǻƙ � ÇÈǡĽuŚįPqnpĜAöĽbǻž

ÃƯÎǻǅĞƯÎǻǞ°ǄƭƻÎDndǜǫ_nqŽƻa  Y[@q;�

 

 
ũ: *bǻÞöĽ\ÇÈǡĽǠaŋùƤćƊǡuƐP; 

Ƶ 
�ÇÈÄœ_nq � YaǡĽaŚǕƴÆ�

変数名

	知覚能力 0.78 * -0.19
	短会話聴解力 0.24 * 0.18
	ポーズによる理解 0.08 * 0.05
	産出能力 0.52 0.76 *
	語彙能力 0.36 0.54 *
	長会話聴解力 0.19 0.29 *
	ストレスによる理解 -0.08 -0.10 *

第1判別関数 第2判別関数
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}���Äœ[ĤU}���bÇÈÄœ[ǪĔaǷAşƛŻ[ÇÈMrqK\FÄEX

ZAqa[ǻªÄœaƢŔu¥Yaí\NZķHK\_NU;hQǻ� áa«îǅĀƩƫ

a � YaǡĽaÇÈĤŵEoǻí 
 aļēíuķAU;Kr_ǻ}���Äœ[ĤorU

� Ya}���uǜ`U;Þ}���_ährq«îǅĀƩƫaŸĪb¯¨aǓp[@q;�

 

 
í 
�� áa«îǅĀƩƫaÇÈĤŵ\ � Ya}����

�

}��� ��ǹ�����Ǻbǻǜǫǹ��� ǜǫ�����Ǻnpl�¤�ǹ��� �¤�����Ǻ_nqÇĿ

ĤŵagBFǷAŃŏǅĀƩƫ[@q;Ka}���bǜǫaŽƻ_nqĜAǢăÏŔF

iorǻ«îǅƯÎǹžÃƯÎǻƌƺƯÎǻƍ°ǄƭƻǻǅĞƯÎ\Ǟ°ǄƭƻǺFǷA

~�¤�[@q;¥ŀǻ}��� ���ǹ������ǺbǻľaǜǫaŽƻǹ���� ǜǫ��
ǺF}�

����� npmmǷA;NENǻ�¤�aŽƻǹ���� �¤������Ǻ_nqǢăÏŔFiorU;

Ka}���aĀƩƫ_nqžÃƯÎǻǅĞƯÎ\Ǟ°ǄƭƻaǈǄƯÎb@qƔėǷA

laaǻƌƺƯÎ\ƍ°Ǆƭƻa×ľŽƻaƯÎb³A\ABŸĥFǴƳ[@q;�

hUǻí 
 [ƐPnB_ǻ}��� �� \ ��� ª}���a«Ǡ_²ƧPq}��� �ǹ�

:���Ǻbǻǜǫǹ�:�¤����
Ǻnp�¤�ǹ�:ǜǫ�����ǺagBFnpşNHÇĿ[Gq

ĀƩƫaǧß[@q;Ka}���aĀƩƫFŋløHǻĀƩƫ¾èaƞ � Íǹ���	��Ǻ
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uØkU;hUǻKa}���bǻžÃƯÎmǅĞƯÎǻǞ°Ǆƭƻ\AXUǈǄƯÎb

ǷH^AlaaǻƌƺƯÎmƍ°Ǆƭƻ\AXU×ľŽƻaƯÎbŤǑƇǷA\ABaF

ŸĥƇ[@q;�

�

4. まとめ 
ŏƎƖ[bǻĀƩƫaøś^«îǅƯÎuſAZǻ«îǅaǬġƇŽƻ_DIqŸĥu

ƪĆNU;øHaŃŏ®ĀƩƫ_\XZǻǜǫ\Ťfǻ�¤�_nqÇĿagBFnpş

Ə[@pǻhUǻKa�¤�_nqŽƻ_bǻǈǄ���np×ľ���\ǡtqƼǅƯ

ÎaŀF½rZAqŸĥFiorU;¥ŀǻǜǫ_nqŽƻ_bǻĀƩƫažÃƯÎǻǞ

°ǄƭƻƯÎanB^ǈǄ���\ǡtqƼǅƯÎFnHÚŅMrU; 
NUFXZǻĀƩƫaKanB^ŸĥEoǻ�¤�hUbǜǫ\AXU� ��xaƕ

ǵuƪĮRQžÃDndƭƻĳĈ_ūſPf[@q\b¥ř_AC^A\ƪCorq;«

îǅaǬġƇŸĪ_nq�����¤��¡ƯÎuâ§MRqUk_bǻKanB^ĀƩ

ƫ_nqŸĥ_lǚĮNǻSrTra� ��xaƕǵ_ćĩN^Irc^o^A;ǈǄ

���aľŽƻ\žÃƯÎǻǞ°ǄaƭƻÎDnd×ľ���aƌƺƯÎǻǅĞƯÎǻƍ

°ǄaƭƻÎaƮįuĳĈaİĵEp\NZǻ«îǅaǫõĻƮuĐúPqK\FħƷE

YÏŔƇ[@sB; 
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国内における中国語言語景観の現状と課題 

――中国語教育への示唆―― 
 

鈴木慶夏 
（神奈川大学） 

 
1. はじめに 

言語景観(linguistic landscape)とは, 公共空間で見られる書き言葉を指し, 「特定の

領域あるいは地域の公共的・商業的表示における言語の可視性と顕著性」と定義されてい

る（Landry 等 1997:25,  庄司等 2009:9-10）。具体例を挙げると, 交通案内, 道路標識, 各
種店舗の広告・看板・案内図, 観光地や生活居住区における注意喚起・お願い事項等であ

る。言語景観研究には, 方言学・文化言語学・社会言語学を含む言語学諸分野はもちろん, 
民俗学, 人類学, 観光学, 社会学, 経済学の諸側面からも調査や分析がされている。各学術

領域における研究の動機や目的は多岐にわたり, 調査項目や考察結果も多種多様である。 

 本発表では, 近年国内で目にすることが多くなった中国語による言語景観（以下, 簡体

字表記・繁体字表記を含めて「中国語言語景観」と呼ぶ）の実例をとりあげ, 中国語言語

景観の現状と課題を論じながら中国語教育への示唆を引き出し, それを中国語教育に応用

する方法や期待されるメリットについて試論を述べる。 

 まず, 第 2 節で, 中国語言語景観の現状と課題を概観する。国内の中国語言語景観には, 

中国語が適格かつ適切に表示されているものもあるが, 中には, 文法上非適格であるばか

りか, 対人配慮の点で語用論的に問題のあるものも少なくない。本発表では, 問題視され

得る中国語言語景観がどのような点で問題となるのか, どうすれば改善できるのかという

視座に立ち, 機械翻訳との向き合い方, ポライトネス上の注意点等, 解決すべき課題を指

摘したい。 

次に, 第 3 節で, 中国語言語景観から, (一)「中国語の表現方法や日中翻訳の面でどの

ようなことを学べるか」（3.1-3.2）, (二)「多文化共生社会における対人配慮という面から

どのようなことを学べるか」（3.3）に着目し, 中国語教育が得られる示唆を考察する。 

 
2.  中国語言語景観の現状と課題 
2.1 適格性 

次の中国語は, 何を言おうとしているのか伝わるだろうか1。 
 

(1) 中的美食广场, 请从非戒除烟酒。        〔ショッピング・センターで〕 

(2) 请欢迎去给中国的大家。正在教会因为不能参观请谅解。     〔教会で〕 

(3) SL/DL 冬季濕號, 是全席指定。不帶著的一方不向利用習慣指定席券。 〔駅で〕 

                                                 
1 以下, 予稿集ではすべて言語形式のみを記し, 発表時に言語景観の写真を提示する。簡体字表記・繁体字

表記は実物どおりに示す。 
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筆者が中国語ネイティブ 10 人に, 現場の写真を提示せず言語形式のみを示して伝達意

図を理解できるかたずねたところ, 10 人全員がわからないと答えた。その後, 現場の案

内標識等の写真を見せると, (1)と(2)については, 「中国語は理解し難いが, 何を言いた

いかはわかった。」と答えた。しかし, (3)に関しては, お手上げの状態であった。日本国

内の社会的な制度や習慣と関係する情報提供であったことも一因だと思われる。 

次の言語景観についても, 写真提示なしでネイティブに意味や意図をたずねてみた。 

 

(4) 不能厕所使用                 〔幹線道路沿いの公衆トイレで〕 

(5) “拉”“沏”正式咖啡是按钮 1 个 〔ホテルで〕 

 

(4)は, 10 人全員が「トイレを使えない」と推測できたが, (5)については, 当該の案

内事項が言わんとすることを 10 人全員が理解できなかった。 

以上は, 国内における中国語言語景観のごく一部にすぎないが, ほぼ, 現在の状況を反

映していると言えるのではないか。当該現場の案内標識や存在物等（即ち，意味や意図の

理解に寄与する非言語情報）を参照することで, はじめて何かしらのメッセージがあるの

だろうと推測できる（ものもある）というのが現状である。 
問題点  筆者が確認したところ, 前掲(1)-(5)の表現は機械翻訳を使用したとのことで

あった。本稿では, 機械翻訳の利用が問題だとは考えない。機械翻訳はまさに日進月歩で

ある。問題なのは, 機械翻訳の使用者が機械翻訳の精度に（少なくとも現段階では）軽視

できない課題が残ることや, 翻訳サイトの利用時に留意すべき点（後述）を意識できてい

ないことにある。また，ネイティブ・チェックを受ける発想がでてこないのも，機械翻訳

の過信に起因するのではないか。 
2.2  適切性 

以下(6)-(8)の中国語は, メッセージの受け手に対する公平な配慮を欠く点で, 語用論

的にも不適切であると思われる。 

 

(6) 重要物品/请勿攀爬           〔駅構内で〕 

(7) 车内禁止饮食/垃圾请带回去/窗帘请拉回原处 

   〔ホテルと成田空港間のシャトルバス車内で〕 

(8) 请勿将未算账的食品开袋/否则请予以赔偿 

   〔ショッピング・センター内の商店で〕 

 

なぜなら, (6)-(8)は，以下(9)のように多言語表示ではなく, 中国語のみで注意事項を

示しているからである
2
。 

 

  (9) 線路内立ち入り禁止/No admittance/禁止進入/（ハングル表記） 

    〔国内外から多くの観光客が訪れる駅の線路沿いで〕 

                                                 
2 言語景観での改行箇所を“/”で記す。 
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筆者が中国語ネイティブに(6)-(8)の言語景観を示し, 旅行者の立場でどう感じるかを

たずねたところ, 10 人全員が「残念」「悲しい」「はずかしい」と言い, そのうち 4 人が「し

かたない（面もあるかもしれない）」と述べた。一方で, 日本人大学生 10 人に「他のこと

がらは多言語表示なのに, 注意事項だけ日本語のみで示されていたらどう思うか」とたず

ねると, 全員が「差別だ」「不愉快だ」と答えた。Brown & Levinson (1987:61-62)で指摘

されたフェイスを傷つける行為（face threatening act）になり得ることが危惧される。 

問題点 注意事項のような, しないでほしいこと, してはならないことを伝えるのは, 

ポライトネスの点で言えば, 他人に踏み込まれたくない, 干渉されたくない, 距離を保ち

たいという欲求であるネガティブ・フェイス（Brown & Levinson 1987:62）を脅かす言語

行為に相当する。そのため, 注意事項の表示が必要な状況では, 多言語による一斉の表示

が安全確保の点だけでなく，心情的に望ましいはずである。 

2.3 解決すべき課題点 
以上から, 将来に向けての課題を抽出しようとすると, 本来伝えたい内容が通じない・

通じにくい点はもちろん問題ではあるが, むしろ, それより大きな問題は, 発信者側の意

識の低さや起こり得ることに対する認識の甘さにあると言えないだろうか。意識の低さ・

認識の甘さとは, 主として次の二点である。（一）機械翻訳を利用するにはその限界を認識

し, ある種の準備や調整が必要であるが, そのことに思い至っていない。（二）多言語表

示すべきことがらを中国語のみで表示してしまい, そのことが中国語母語話者のフェイス

を傷つけることに思い至らない。 

次節では, 上記課題（一）と（二）から中国語教育への示唆を引き出したい。 

 
3. 中国語教育への示唆 
3.1 機械翻訳の（現時点での）限界と留意点 

町中の中国語言語景観は, その多くが機械翻訳を利用した結果である。明らかに非適格

な表現に関しては, いくつかの翻訳サイトを実際に試してみることで, 発信者が利用した

サイトを特定できる。翻って言えば, ある中国語言語景観から, 発信者が翻訳サイトにイ

ンプットした日本語表現を特定できるということでもある。例えば, 前掲(3)の中国語言

語景観は, 以下(10)の日本語を「そのまま」（即ち，使用に耐える中国語を得るために日

本語に調整を加える作業を経ずに）入力した結果である。 

 

 (10) SL/DL 冬の湿原号は, 全席指定です。 

     指定席券をお持ちでない方はご利用になれません。 

       → SL/DL 冬季濕號, 是全席指定。不帶著的一方不向利用習慣指定席券。 

 

日本語の「なれる」を機械翻訳に入力しても, 期待する結果は得られない（「こちらにな

ります。」「メニューになります。」等）。インフォーマントが最も理解に苦しんだのは, 

“習慣”の部分であった。なお, この(3)・(10)は, 翌年“SL 冬季濕號, 是全席指定。未

購買指定席車票的乘客無法搭乘本列車。”と改善されたことを付記しておく。 

 また, 以下の諸点も機械翻訳の限界を示している。 
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◆ 前後の文脈に相当する参照情報がなければ, 同形異義語に対応できないことがある

(11) チェックインは 10:55 頃から開始します。

→ 入宿登记的接待自 10:55 左右开始

〔成田空港チェックイン・カウンターで〕 

◆ 動詞のない表現形式にはほとんど対応できないのではないか

(12) “挽きたて”“淹れたて”/本格コーヒーがボタン 1 つで

→ “拉”“沏”正式咖啡是按钮 1 个 〈前掲(5)〉 

(13) ご来島記念スタンプ

→ 请来岛纪念图章 〔観光船乗り場で〕 

◆ 前置詞相当の後置詞が生起する表現形式には問題が発生しやすいのではないか

(14) 網走へようこそ

→ 欢迎向网走！ 〔観光船乗り場で〕 

(15) 健康状態に異常のある方は, 検疫官にお知らせ下さい。

→ 健康状态有异常, 请向告知检疫官。 〔地方空港で〕 

(16) 黄色い部分には, お立ちにならないで下さい。

PLEASE DO NOT STAND ON YELLOW PART.

→ 请不要在站着黄色的部分上。 〔羽田空港で〕 

 機械翻訳の限界は, 翻訳サイトを利用する際の留意点にもなる。同時に, 中国語学習者

が作文する際に犯しやすい発想と共通する点があり, 中国語教育においては, 日中対照や

中国語作文の際に「日本語の中国語にしにくい点」を学習者へ提供する機会になり得る。 

3.2 中国語教育への応用例：中国語にしにくい日本語の表現形式は？ 
 上記の中国語言語景観のほか, 次の諸点も, 中国語にしにくい日本語表現として, 学習

者に考察材料を提供することができる。とくに以下に挙げるものは, 「アピールポイント

を伝えられるか」という視点でもディスカッションをおこないやすい。 

◆ 日中対照研究のテーマになりそうな表現形式

(17) このまま美味しくたべられます。/北海道産干し貝柱

→ 就那样能好吃地吃  / 北海道产晒, 是贝的肉柱

◆ 日中異文化間コミュニケーションのテーマになりそうな表現形式

(18) 牛乳で乾杯する町  〔地方自治体の宣伝ポスター〕 

→ 喝牛奶乾杯的城鎮

→ 用牛奶干杯的町

中国語教育の諸場面で, 中国語（または他の外国語）にしにくい日本語表現はどのような

特徴を有するか, そのような日本語表現を中国語にするにはどういう点に気をつけるべき
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か, 学習者とともに考察するのである。 

 現在のところ, 以下の認識が得られている。「動詞を使わない日本語のままでは中国語

に翻訳しにくい」, 「前置詞（句）を使った中国語は，後で文の構成を見直したほうがい

い」, 「直訳調のやり方が通じない時があり, それがどういう場合なのか見ぬけるように

なるのが望ましい」等である。さらに, 「翻訳サイトを使う場合は, 日本語に動詞を加え

たり, 語順を調整したり, 一手間かける必要がある」, 「翻訳サイトを使っても, その後

ネイティブ・チェックを受けたほうがよい」, 「そもそも直訳調で文を作り出そうとする

のは危険だから, はじめから同種の場面で中国人が使っている表現をまねればいいのでは

ないか」等の認識にも至っている。実際の調整例としては, 次の例を挙げておく。 

 

 ◆ 「『メニューになります。』って, 中国語でなんて言うんですか。」 

  (19) メニューになります。→ 它变成了一个菜单。 

     ［調整］できるだけシンプルに SOV の構造に整え, SVO の出力をねらう。 

  (20) こちらがメニューになります。→ 这是菜单。 

  (21) これはメニューです。    → 这是一个菜单。 

 

 これまでは, 学習者の作文の誤りを教員が訂正する方法が常態化していた。しかし, 中

国語言語景観を教材にすると, 言及できる文法項目には限度があるものの, クラスで翻訳

サイトにふれ中国語と日本語を対照しながら, 作文方法の反省や対策にとりくむことがで

きる。授業でこのような作業を展開するほうが, 従来の作文指導より学習者の記憶に残り

やすく, また, 多くの学習者が社会での実用を意識するようになる。 

3.3 中国語教育への応用例：AIが翻訳してくれる時代に外国語を学ぶ意義は？ 
前述のとおり, 注意事項を中国語のみで表示することに, 日本人中国語学習者は否定的

な反応を示す。中国語言語景観は, 言語の問題だけでなく, 多文化共生や異文化間コミュ

ニケーションについて考えるきっかけにもなるのである。そして, 学習者の大学生として

の現実として, 就職活動を意識する頃から, 「AI が翻訳してくれる時代に中国語を勉強す

る意味は何ですか。」と問われ, 返答に窮する者が少なくないそうである。中国語（ひいて

は外国語）を学ぶ意義は人それぞれで, 唯一の正解はない。そのような状況で, 人や社会

との関わりを意識した自分なりの見解をもつことは重要である。 

外国語を学ぶ過程では, 誰もが自分の母語と比べて, 情報の受信や発信において質・量

とも頼りない立場になってしまい, さらには, 誤解を受けたり与えたりしやすい立場にも

なる。中国語言語景観を発信する者は, このようなことを経験した人であってほしい。 
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ポライトネス的な視点からみる禁止・注意表現 

～街の標示を中心に～ 
 

中西千香 
（立命館大学） 

 
1. はじめに 

本報告は､中国の街で見られる禁止･注意表現をポライトネス的な視点から検討しようと

するものである。通常の会話では､会話に協調性を保つために「協調の原理」が成立する｡

そして､実際のやりとりでは､4 つの「格律（質･量･関係･様態）」において､「格律の逸脱」

が起きて､「言外の含み」を持ったり､また､ポライトネス的になったりする。 

今回取り扱う禁止･注意表現は､基本的に｢言外の含み｣が少ない｡つまり､通常の対話で起

こる､親疎や性別､年齢､立場など､両者の関係を考慮することが少ない｡従って､「格律の逸

脱」も起こりにくい。なぜなら､街の禁止･注意表現は､対象がその標示をみる不特定の人々

で､標示から標示をみる人に､一方的に禁止･注意を投げかけるだけだからである｡ 

ただ、実例をみると､内容を伝えるだけのものから､その標示をみる人々に､何らかの「含

み」を持たせたもの､配慮表現､ストラテジーをもって伝えるものがある｡ 

今回は、実際に採取した中国国内（簡体字使用地域）の標示から､禁止･注意表現に限り､

用例とともに､ポライトネス的視点でみてみたい1｡そして､何がポライトネスマーカーとな

るのか､どういったストラテジーで伝えているかを概観したい｡ 
 
2. ポライトネス的視点について2 
 本論に入る前に､ポライトネス的視点について説明しておこう｡一般に言うポライトネス

とは､対話の中で相手からの印象を適切または良好に保つための配慮表現のことを言う｡

「協調の原理（会話が円滑に行われていることを想定される）」が成立する前提において､

協調的であることを保障するものが「会話の格律/公理」であり､次の 4 つの要素に分けら

れる。そして､今回取り扱う､中国語の禁止･注意表現は､「:」より後ろの傾向にある｡ 
①質 （ 真 偽 ）：真 
②量 （ 分 量 の 多 少 ）：少､より簡潔に短く表現すること 
③関 係 （ 関 連 性 ）：相手はそれをみる不特定多数､一方的投げかけ 
④様態（曖昧さの有無）：無､明確である 
 ただ､通常の会話では､円滑なコミュニケーションをはかるために､容易に「格律の逸脱」

が起きる｡ただ､今回取り扱う注意･禁止表現の場合は、「格律の逸脱」がより起こりにくい｡

しかし､｢逸脱｣とまでは言えないが､次節でみるような､ポライトネス的な表現がみられる｡ 

                                                
1 今回取り扱うものは､中国（大陸）国内の街中の標示で､禁止･注意表現に限る。繁体字

使用地域の街の標示は対象から外す｡ 
2 Brown, Penelope, Levinson C.Stephen1978 や Grice.P1989.など参照｡ 
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3. ポライトネス的にみた街の禁止･注意表現について 
 中国語の街の禁止･注意表現には､似たような表現でも､軽い「格律の逸脱」が起きてい

る｡端的な意思伝達だけではなく､相手を配慮する注意･禁止表現もある｡以下では､「格律

の逸脱」がない例から､ポライトネス的な表現をする例までを順にみていく｡ 
3.1 直言“严禁……､禁止……､不准……､谢绝……､勿……”､“小心……” 
1) 此区域周边严禁燃放烟花爆竹/严禁跳水 
2) 禁止宠物入内/禁止车辆入内/禁止依靠 
3) 谢绝自带酒水 
4) 勿踏草坪 
5) 小心地滑/危险！小心坠物 

これらは､最も「格律の逸脱」が起きない例である｡書面語を用い､端的に短く禁止事項を

述べている｡この直言の形から､少しずつ「格律の逸脱」が起きる｡以下をみよう。 

3.2 “请”や口語表現“不要”が入るもの 

6) 请勿入内/请勿翻越/请勿吸烟/请勿摆卖/请勿坐卧停留/请勿乱扔废弃物/请勿往水槽里

倒杂物/请勿乱扔垃圾 
7) 请不要让手机挡住您前进的方向 
 3.1 に比べ､少しずつ「格律の逸脱」が起きている｡6)のように“请”を加え､語調を弱め、

相手への配慮がみられる｡また、7)のように口語表現“不要”を用いた例もでてくる｡書面

語的表現が中国語の禁止･注意表現のデフォルトであるならば､口語表現を使うことで､相

手への配慮が生まれ､「格律の逸脱」がさらに起きていると言える｡ 
3.3 “请您/你……､谢谢合作!､亲爱的……､温馨提示､友情提示､提醒您”が入る例 

ここでは 3.2 でみた注意の仕方に加え､前後に別の要素が足された例をみる｡ 
8) 请您到邻台付款,谢谢！ 
9) 请您先轻轻的敲敲门 谢谢合作！ 
10) 亲爱的宾客：您如果需要更换面巾,请将面巾放在盆内。谢谢配合！ 

まず､注意事項(お願い)を述べた後､謝辞を述べるパターンである｡この言い回しは中国

語の独特のもので､依頼の後､依頼が成就される前に謝辞を述べる｡謝辞によって､相手に対

し､念を押し､その通り動いて欲しい､そのことに感謝するというニュアンスを持つ｡ここに

はさらに、二人称“您/你”が入り、標示をみる相手への配慮が見られる。 
 次に､“温馨提示、提醒您”が足される例をみよう｡3.1 や 3.2 の禁止･注意だけでも見る

相手には伝わる｡しかし､“温馨提示、友情提示、提醒您”があることで､標示をみる相手へ

の優しい注意､依頼のニュアンスが強まる｡10)の“亲爱的……”と続く例も､対象をせばめ､

親近感を持たせている｡なお､これら文言の後は､3.1 や 3.2 の言い回しが混在している｡ 

11) 提醒您 小偷常出没 车子莫忘锁 
12) 友情提示：请冲水 
13) 温馨提示：请勿随地吐痰/温馨提示：请看完后将书籍放回原处/温馨提示：请勿乱停车/

温馨提示：请将手纸扔入篓内/温馨提示：如厕后请冲水 不要乱丢杂物/温馨提示：请保

持病区安静/温馨提示：节约用水 小心烫伤/温馨提示：请保管好随身携带物品/温馨提

示：垃圾请投至此处 
 また､類似的な例に 14)のような対象の範囲を狭くし､親近感を持たせているものがあっ
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た｡これもポライトネス的な動きと見ることができる｡ 

14) 穆斯林姐妹们：上殿脱鞋 请关手机 
3.4 目的･理由など、因果関係を述べるもの 
 次は､なぜその禁止･注意事項が必要か､因果関係を述べた例である｡これらは､上述の表

現に比べ長くなる｡また､似た言い回しで語りかけるもの､スローガン的なものも出てくる｡ 
15) 地面湿滑,请小心慢慢走。/请勿赤脚 容易跌倒 
16) 请爱护环境 不要乱扔垃圾 

17) 禁止吸烟 您已经进入无烟地域 请自觉遵守/尊敬别人 健康自己 请不要在车内吸烟/禁

止吸烟 为了您和他人的健康,请勿吸烟 

18) 请勿将您的电脑放在空调出风口下,以防滴水淋湿！ 

19) 温馨提示：无人售票 请自己找零 
20) 温馨提示：为了您的孩子的生命安全,请您不要带正在输液的孩子离开儿科门诊！ 
21) "北京动物园提醒您：为了您和动物的安全,请您不要跨越栏杆。为了动物的健康,请您不

要投喂动物。" 
22) 温馨提示：您已进入视频监控区域,请洁身自爱！ 
23) 温馨提示：适量取食 请勿浪费/温馨提示：请按需取食 节约为善 请勿浪费 
24) 温馨提示：请勿触碰 损坏照价赔偿/温馨提示：电视易碎 小心碰撞 如有损坏 按价赔偿 

25) 温馨提示：请保管好您的随身物品 丢失后果自负/温馨提示：请保管好您的随身物品,如

有遗失,本酒店书不负责！/温馨提示：贵重物品,请妥善保管 丢失概不负责/温馨提示：

尊敬的宾客请保管好自己的手牌,现金,手机或交吧台保管,否则遗失概不负责｡谢谢合作 
3.5 相手を示す“亲”、語気助詞“哦/喔”が入るもの、説明的、スローガン的なも

の、直接的な禁止表現を回避するもの（行為回避） 
 以下は禁止･注意に､別の要素を足したもので､婉曲的に伝えることで､さらに「格律の逸

脱」が起きている｡これらの例は､ゴミ捨て禁止の環境保全､電気､水道､紙などの資源の節

約､植物保護の表現により多くみられる｡ここでは個別にみていく｡ 

①ゴミ捨て禁止の例 

26) 温馨提示：垃圾入桶 文明之举 
27) 温馨提示：请将纸巾等杂物 丢进垃圾桶哦 随手冲一冲干净又轻松 

28) 垃圾不会走路 请送它们回家 

29) 保护环境 人人有责/保护环境从我做起 

30) 保持环境清洁 做位可爱的人 

31) 你我多一份自觉 环境多一份清洁。 

 26)は､ゴミ箱に捨てることがモラルある行為と伝えている｡27)は語気助詞“哦”で､通

常の禁止表現より語調が弱まり、相手への配慮がみられる｡28)は擬人化し､ゴミの持ち帰

りを促す｡29)以降は行為回避で､具体的な禁止行為を言わず､環境保全を伝えている｡ 

②節約の例（水、電気、紙など） 

32) 亲!走时,请别让我流泪!/亲!水龙头会哭泣，请不要让它流泪哦。 
33) 下班了,记得锁门关灯哦!/温馨提示：下班前请关电,关水,关空调/下课无人时,请关上灯,

好吗？/温馨提示：空调开放 人离关闭 感谢您的节约行为 

34) 节约用纸 珍惜资源/温馨提示：保有资源为子孙,擦手不超一张纸。 
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35) 温馨提示：水是生命之源 关住点点滴滴/温馨提示：珍惜生命之水 关住“点点滴滴” 
36) 温馨提示：畜养资源为后代,点滴节约自我始。 
37) 温馨提示：随手关灯一小步,节约能源一大步 

32)は､第二人称“亲!”を用い､さらに水道の蛇口を擬人化させ､「泣かせないで」と直言

せず､行為回避をしている｡33)は口語的表現で戸締りや電気を消すことを直接伝えている｡

これら表現は､口頭で言ってもきつい表現にはならず､また標示としてみても親近感を持つ｡ 

34)は紙の節約の例､資源は守るもの､子孫まで守ることも添えている。35)は水の大切さ､

節水を訴えるスローガン的なものである｡さらにスローガン的なものが 36)である｡37）は

“一小步”､“一大步”と揃え､スローガン的にして､協力を求める配慮表現である｡この例

から思い出されるのは､トイレを清潔に使うことを伝える行為回避の例である｡ 

38) 温馨提示：向前一小步 文明一大步/你离文明，只差半步喔！ 
③緑化、植物保護の例 

 緑化､植物保護の例は､表現の広がりが見られ､草木の青さ､美しさをうたいつつ､草木を

「摘むな､折るな､踏むな」の表現が､より直言的なものから､擬人的になり､行為回避の表

現になる｡今回､紙幅の関係で､“爱护生命 享受自然/爱护小草 关怀生灵”のような抽象的

な､スローガン的なものは割愛した｡ 

39) 请不要攀折花木/爱护脚下草 莫折枝头花 
40) 青青草坪 绕道而行/青青花草 请勿摘采/爱护花草 请勿践踏 

上は「格律の逸脱」が少ない例である｡植物には人称代名詞が用いられ､擬人化される｡ 
41) 爱我护我 别踩我！/别摘我,喜欢我就天天来看我。/请别攀爬 你疼我也疼 
42) 为了我的美丽 望您脚步留神 
43) 您的呵护 使我更加美丽 

44) 你给我关爱 我送你清新 

45) 温馨提示：给我一个生命 展示我的美丽 
また､人間の動作､感情表現を使うことで擬人化するとともに､標示をみた人にまで､擬人

化された植物への感情を注ぐ以下の例がある｡ 
46) 青青的草 怕您的脚/花草有意 足下留情 
47) 小草在休息 请君勿打扰/小草正睡觉 请你勿打扰/嘘……我正在休息 请勿打扰！ 
48) 花儿也有生命，您若手下留情，花儿会对您笑得更美丽。/温馨提示：花果正微笑 请君

手留情/请你勿打扰 花儿含羞笑/呵护 微笑多一点 心靠近一点 
49) 花草给我一片绿 我给花草一份爱/一花一草皆生命 一枝一叶总关情 
50) 心灵的沟通 不需要过多的语言 爱护花草 人人有责 

51) 小草也在长 踏入想一想/小草正在生长 踏入请想一想 
 以下は､擬人化の例ではないが､注意が述べられ､後半は相手の行動が植物の美しさを保

つというロジックで作られている｡ 
52) 除了你的脚印什么都别留下 除了你的记忆什么都别带走 
53) 带走的花儿生命短暂 留下的美丽才是永远 
54) 绕行三五步：留得芳草绿/温馨提示：茵茵绿草地 不要留足迹/手下留情 脚下留青/足

下留情 春意更浓/足下留情 家园常绿/茵茵绿草地 脚下请留情/温馨提示：小草青青 

脚步轻轻 
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55) 只有行为美 草儿才常青

56) 温馨提示：距离产生美 谢绝亲密接触

57) 公园美如画,全靠你､我､他｡

58) 美丽就在你的珍爱下

④禁煙表現

59) 温馨提示：小小一支烟 危害万万千

60) 营造无烟环境 倡导绿色生活

61) 感谢您不吸

59)､60)は禁煙の行為回避型である｡注目は 61)である。日本語の「いつもきれいにお使

いいただきありがとうございます」に似て､感謝の押しつけにもみえる例である｡禁煙の表

現については､禁煙を表す例から､“无烟”を用いる例､そして、61)のような例まである｡

4. まとめ

中国語の禁止･注意表現は､次のように分類できる｡①の直言から､②～⑦に出てきたマー

カーやストラテジーでもって､相手への配慮がなされる｡また､これらはそれぞれにでてく

るわけではなく､これらを混ぜて表現するものまであった｡

①直言 严禁……､禁止……､不准……､勿……

谢绝……､小心……､

②口語表現の追加 请勿……､

请不要……､请您不要……､……哦、亲!……、 
③謝辞 ……｡谢谢合作!、感谢你……｡ 
④理由･目的を伴う 为了您的……，请……｡

⑤読み手への投げかけ 你/您，尊敬的……，亲爱的……，亲！ 
⑥優しい注意 温馨提示：……、

⑦行為回避    擬人表現、婉曲表現

小野 2018:157 には､「中国語では依頼や禁止､注意喚起を行う場合に､その理由や目的を

受け手に推察させることなく､それを全て言語化して示す頻度が高い」､「不特定多数の人

に文章で告知するものは､一般に理由や目的をいちいち文面に併記する率が高い」とある｡

これについては､細かな注意事項を述べる際に限って触れているかもしれないが､今回の注

意･禁止表現の例からは､配慮の過程では､言語化されるものもあるが､配慮が進めば具体的

には言語化しないものも増え､相手への推察させることも求めている｡
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关于“不愧”的考察及与表评注语气的副词“到底”的区别 

 

褚玉玲 
（大阪市立大学·院） 

 

1. 引言 

    对母语是汉语的中国人来说，一般不会把副词“不愧”和表评注语气的副词“到底”放

在一起比较，但是对学习汉语的日本人来说，却有必要了解二者的区别，因为很多日中辞典

都把日语的「さすが」释义为“（真）不愧（是）”、“到底（是）”等意思，日语和汉语并非一

对一的对应关系，例如： 

さすがに横綱だけあって、相手を前にしてもびくともしない。 

/真不愧是“横纲”，在对手面前纹丝不动。（《日中辞典》第 3 版，2015，小学馆） 

さすがに高原だけあって、夏でも涼しい。 

/到底是高原，夏天也凉爽。（《新日汉辞典》，2008，辽宁人民出版社） 

据笔者所知，有关的先行研究很少，比如《中国語学習シソーラス辞典》（2017，朝日出

版社）把“毕竟”、“不愧”、“到底”、“究竟”列在词语「さすが」下面，作为近义词做了介

绍，但内容仅限于释义和各举 1 个例子而已，并没有详细地说明二者的区别。本文将对二者

进行比较分析，找出它们的异同点，以期对教学和学习有所帮助。关于“到底”的研究成果

有很多，但关于“不愧”的却很少，因此本文先对“不愧”进行考察，再对二者进行比较。 

 

2. 如何辨别各种“不愧” 

    我们在考察语料时，发现包括副词“不愧”在内，有很多种“不愧”，例如： 

(1) “你这么说不愧么？我还怎么好好过？我都快给你当孙子了。长这么大我跟谁服过

软？……”（王朔《给我顶住》） 

(2) 其实林默予毕生追求的就是做一个无私的人，一个不愧对任何人、任何事的人、一个思

想品德高尚的文艺工作者。（1994 年报刊精选/01） 

(3) 写出更多不愧于时代和人民的作品。（1994 年报刊精选/07） 

(4) 他们知道，论头功，村里那些有眼光的共产党员当之不愧。（1994 年报刊精选/12） 

(5) 晚年的俞大维回忆他一生清廉俭朴的生活，自慰地说：“我这一生仰不愧天，心安理得。”

（董晓英，“破庙里的孤僧”俞大维，《作家文摘》，1996） 

这些“不愧”在形式上都和副词“不愧”相同，但不是副词。为了辨别这些“不愧”，我

们先了解《现代汉语词典》（第 7 版）中“不愧”的释义，然后再分析这些例句。 

副词。当之无愧；当得起（多跟“为”或“是”连用）。郑成功不愧为一位民族英雄。  

例(1)的“不愧”是形容词“愧”的否定形式。《现代汉语词典》（第 7 版）中“愧”的释

义为“形容词。惭愧。”经考察发现现代汉语中已经很少单独使用单音节形容词“愧”，大多

被双音节形容词“惭愧”所代替。在王朔的 24 篇作品中，“惭愧”一词共出现 42 次，而形容

词“愧”只出现了 3 次。 

例(2)是动词“愧对”的否定形式，即“不+愧对”，并非“不愧+对”。《现代汉语规范词

典》（第 3 版）对“愧对”的释义为“动词。因感到惭愧而羞于面对。愧对大家|愧对祖宗。” 
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例(3)和例(4)是动词“无愧”的误用现象，“不愧”应该改成“无愧”。关于“不愧”和

“无愧”的区别将在 2.1 节详细说明。 

例(5)的“仰不愧天”是固定词语。其他还有如不愧不怍、不愧屋漏、不愧下学等。 

虽然我们的研究对象不是上面这些“不愧”，而是副词“不愧”，但了解这些内容，能帮

助我们判断哪个是副词“不愧”。而且，其中有些词语，即使母语是汉语的中国人也会用错，

所以掌握它们的用法，对中国人和学习汉语的外国人都很有意义。 

2.1 “不愧”与“无愧” 

混淆“不愧”和“无愧”用法的现象比较常见，为比较它们的用法，先看《现代汉语词

典》（第 7 版）中“无愧”的释义：“动词。没有什么可以惭愧的地方。问心无愧|当之无愧。” 

关于“不愧”与“无愧”，朱（2002）提到了两个词的混用现象，并指出：“不”常用来

否定动作、性质，用在谓语性词语之前，“无”常用来否定人或物的存在，用在名词性词语之

前，因此在构词上，“不愧”是偏正，“无愧”是动宾。 

    总的来说，“不愧”与“无愧”的区别为：“不愧”是副词、偏正结构，不能做谓语，

多用在“为”或“是”前做状语，一般句子为判断句，句子的主语和宾语是等同或类属的关

系（也有例外，见本文第 4 节）；“无愧”是动词、动宾结构，可以做谓语，是不及物动词，

后面接名词或名词词组时需要用介词“于”引出“无愧”的对象。例如： 

(6) 你们不愧是少年儿童的良师益友，无愧于人类灵魂工程师的光荣称号。（1994 年报刊精

选/10） 

 

3. “不愧”的语义特征 

    “不愧”表示“当之无愧、当得起”，因此多数情况下表示赞美，句中常有表示称赞的词

语，如例(7)和例(8)。但有时也用于讽刺，如例(9)和例(10)。 

(7) 于专员高兴地跷起大拇指：“真了不起，不愧是售粮状元。”（1994 年人民日报/3 季） 

(8) 这些服务措施推行后，顾客的表扬信纷至沓来，称赞他们真不愧是“顾客的贴心人”。 

（1994 年市场报） 

(9) 你们真不愧是帝国主义忠实的走狗。（雪克《战斗的青春》） 

(10) 李教授不愧在官场上混得久了，深谙为官之道，懂得见风使舵。（陆步轩《屠夫看世界》 

 

4. “不愧”的句法特征 

4.1 位置分布缺少灵活性 

张（2001）曾指出：“绝大多数双音节评注性副词都可以根据表达的需要，或者位于句中，

或者位于句首，或者位于句末。”通过考察语料，我们发现“不愧”一般只能位于句中，位置

分布缺少灵活性，具体地说是位于主语后。如上面几个例句。 

4.2 其后谓语的多样性 

“不愧”后面的谓语，《现代汉语词典》（第 7 版）认为“多跟‘为’或‘是’连用”，而

《现代汉语八百词》认为“只修饰‘为、是’”，大量语料证明《现代汉语词典》（第 7 版）的

说法比较准确，因为除“为”和“是”以外，语料显示“不愧”有时也跟“称为”、“身为”、

“叫做”、“享有”、“有”等词连用，“不愧”后面的谓语是多样的。例如： 

(11) 他一边眯着眼看着道静，一边点头“哦，哦……”真不愧称为“笑面虎”。（杨沫《青春

之歌》 
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(12) 那块岩石不愧叫做地狱岩，爬到上面是极其危险的，因而，很少有人上去。（翻译作品

《白发鬼》） 

(13) 这对于别的女人似乎是困难的，甚至是无法办到的事，而从未让别祖霍娃伯爵夫人费过

神，她真不愧享有最聪明的女人的声誉。（翻译作品《战争与和平》） 

4.3 副词连用时位于最后 

    张（2001）指出：评注性副词在组合上具有前置性的特点，即除特殊情况以外，它同其

他副词共现时，一般总是位于最前列。但通过考察我们发现“不愧”在和其他副词连用时，

几乎都位于最后。本文先把这些副词列举如下，今后将专门对这个问题进行探讨。 

真 果然 也 的确 都 才 到底 确实 果 实 究竟 仍然 更 还 倒 一直 将 固然 就      

其中最常见的是“真”和“不愧”连用。也有的是多个副词连用，如“也真、还真、倒真、

可真、也确实、也要”等和“不愧”的连用。例如： 

(14) 潘信诚对唐仲笙伸出大拇指来，说：“真不愧是智多星，好，好。”（周而复《上海的早

晨》 

(15) 几十年赛场拼搏,几经风雨的中国羽毛球队以夺得冠军奖项最多在国际羽坛独领风骚,

更不愧为中国体坛的世界冠军摇篮。（新华社 2002 年 5 月份新闻报道） 

(16) （三菱汽车）一直不愧为日本汽车生产的先驱者。（1994 年报刊精选/10) 

(17) 大金鹏王又大笑，道：“看来你倒真不愧是他的知己。”（古龙《陆小凤传奇》） 

 

5. “不愧”与表评注语气副词“到底”的区别 

5.1 语义的异同 

关于表评注语气的副词“到底”，《现代汉语词典》（第 7 版）释义如下： 

副词。毕竟（多用于强调原因）。 

到底还是年轻人干劲大∣南方到底是南方，四月就插秧了。 

而《现代汉语八百词》（1999）则释义如下： 

副词。强调原因或特点；毕竟。 

通过分析，我们发现“到底”
1)
含有“感叹”、“当之无愧”、“褒扬”、“意料之中”的意思。

例如： 

(18) “到底是紫丁香香啊！”他的语调带着感叹，眼睛看着花几上的花瓶。（秦晴，丁香无

语——父亲秦兆阳剪影，《作家文摘》1993）                                

(19) 到底是搞侦探的，两年没有见面，严格一说出姓名，他马上说出两年前喝酒的地点和同

桌的人。（刘震云《我叫刘跃进》）     

(20) 他的发音真漂亮，到底是留过学的。（『中日辞典』第 3版 講談社） 

(21) 河南省的伏牛山虽然美丽多姿，到底因山高路弯，没能引来多少远到
2)
游客的光临。

（1994 年报刊精选/08）                   

例(18)有“感叹”、例(19)有“当之无愧”、例(20)有“褒扬”、例(21)有“意料之中”之意
3)
。 

“不愧”指“当之无愧；当得起”，也可用于感叹，表示赞美。但“不愧”没有“意料之

中”之意，如果要表达这个意思，可以在“不愧”之前加上“果然”。“不愧”也没有“到底”

                                                 
1)
 以后文中的“到底”指表评注语气的副词“到底”。 

2)
 “到”应为“道”，此处按原文引用。 

3)
 引自笔者论文『評注副詞“到底”の誤文分析と指導方法試案 ―日本人学習者を例として―』 
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的“强调原因、强调特点”之意，如果要表达这个意思，可以在“不愧”之前加上“到底”。

例如： 

(22) 最后一个发言的是俞丽拿，只见她从容镇定地走上讲台，微笑地环视四周，果然不愧为

舞台经历丰富的人。（1994 年报刊精选/07） 

(23) 鹰王到底不愧为王，捕猎奇快，而且多是百斤以上的盘羊野鹿，百发百中，从不失手。

（杨橡，鹰王，《作家文摘》，1997） 

    也就是说，在语义上，“到底”重在指“强调原因或特点”，同时蕴含“意料之中”等意

思，但“不愧”重在指“当之无愧、当得起”，所以在表达“当之无愧”这个意思上，“不愧”

比“到底”语气更强。同样，从“到底”句的角度看，要想突出“当之无愧”的意思，可以

在“到底”后面加上“不愧”，以达到加强语气的效果。 

另外，“到底”除了可用于优点以外，也可用于表中性或缺点不足的人或事物。但如例

(7)～(10)所示，“不愧”除了表讽刺以外，多数情况表示赞美。例如： 

(24) 到底是名牌产品啊！质量真好！（《现代汉语语气成分用法词典》） 

(25) 南方到底是南方，四月就插秧了。（《现代汉语词典》） 

(26) 你明明知道今天要交校样，为什么现在才来呢？跑到哪里去了？一点组织纪律性也没

有，误事啊，误事，到底是年轻人啦，嘴上无毛，办事不牢啊。（白帆《迷途的羔羊》） 

例(24)用于优点；例(25)用于中性的特点；例(26)用于缺点和不足
4)
。 

5.2 句中位置的异同 

    在句中的位置，“到底”大多数位于主语后，也有一部分位于主语前，但“不愧”只能位

于主语后。例如： 

(27) 谢哲学到底是读过书的人，在关键时候会用知识和逻辑解决问题。（严歌苓《第九个寡

妇》 

(28) 到底解放军人多，打到下午，战斗就结束了。（刘震云《故乡天下黄花》 

(29) 暖暖不愧是在水边落生的,对水一点也不怯生。（周大新《湖光山色》） 

*(29)′不愧暖暖是在水边落生的,对水一点也不怯生。 

 

6. 小结 

    本文明确了辨别副词“不愧”需要了解形容词“愧”、动词“愧对”和“无愧”，以及一

些固定词语如“不愧不怍、仰不愧天、不愧屋漏、不愧下学”的用法。了解了副词“不愧”

的语义特点及用法为：表示“当之无愧”、“当得起”，多数情况下表示赞美，有时也用于讽刺。

发现了其句法特点如下：一般只能位于句中，不能位于句首或句末，位置分布缺少灵活性；

后面的谓语具有多样性；与其他副词连用时，一般都位于最后。 

    “不愧”与“到底”的区别为：“到底”主要指“毕竟（多用于强调原因）”，也蕴含“感

叹”、“当之无愧”、“褒扬”、“意料之中”之意，“不愧”主要指“当之无愧、当得起”，也蕴

含“感叹”、“褒扬”之意。“不愧”没有“强调原因或特点”之意，可用“到底+不愧”来表

达，“不愧”也不含“意料之中”之意，可用“果然+不愧”来表达。在表达“当之无愧”之

意上，“不愧”比“到底”语气更强。在句中“到底”大多数位于主语后，也有一部分位于主

语前，但“不愧”只能位于主语后。再看本文开头两个句子，同样是「さすがに…だけあって」，

                                                 
4) 同 3。 
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第一个句子译成“不愧”是侧重表达赞美，第二个句子译成“到底”是侧重强调高原的特点。     

通过考察和分析，我们发现“不愧”虽然已经虚化成副词，但似乎虚化得并不彻底，如

位置分布缺少灵活性，与其他副词连用时一般都位于最后等特点都证明这一点。因为还保留

着动词的意思，所以人们往往会用错。不过，这个推测还有待进一步考察和证实。此外，在

本文中有些问题没有深入地探讨，比如“不愧”和其他副词连用时的顺序问题，“不愧”在课

堂上该如何教的问题，这些都是今后要研究的课题。 

    最后，“不愧”和表评注性语气的副词“到底”的区别可总结为下表。 

 到底 不愧 

《现代汉语词典》释义 毕竟（多用于强调原因） 当之无愧；当得起 

 

语义及 

蕴含义 

强调原因、特点 ● ×（可用“到底不愧”表达） 

感叹 ○ ○ 

当之无愧 ○（“到底不愧”语气更强） ● 

褒扬 ○ ○ 

意料之中 ○ ×（可用“果然不愧”表达） 

使用 

对象 

优点 ○ ○ 

中性、缺点或不足 ○ ×（表讽刺除外） 

句中 

位置 

主语前 ○ × 

主语后 ○ ○ 

●表示语义重点或语气较强 

表 1.“到底”与“不愧”的对比表 
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是什么决定了“存现文”的语序 

郭楊 

（九州大学人文科学研究院・専門研究員） 

1. 研究课题

我们知道中文的基本语序为 S—V—O，如例句(1)。

(1) [主 我] 做了  [宾 作业]。

但(2)中的两种语序，不仅意义与(1)相同，且也是合乎句法规则的句子。 

(2) a. [宾 作业]  [主 我] 做了1。

b. [主 我]  [宾 作业]  做了。

可是，对于(3)这句话来说，却不能像(1)一样，拥有其它的语序转换。(4)中两句皆不符合句

法规则
2
。 

(3) [场 外面]     停着   [物一辆车]。 

(4) a. *[物一辆车]  [场 外面]  停着。

b. *[场 外面]  [物一辆车]  停着。

像(3)这样的，以“场所—动词—存在物”语序出现的句子，在日本的中文教学中通常被称为

“存现文”，因此本文也沿用这样的叫法3。关于(3)这样的“存现文”，笔者提出以下问题。 

(5) 为何(1)中的谓语句可以有像(2)中的两种不同语序方式来表达，而若要把“存现

文”(3)的语序变成(4)，得到的就是不符合句法规则的句子呢？

本文对(5)中所提出的问题，给予(6)这样的答案。 

(6) 我们应该在给动词按功能用法分类时，做出“存在动词”和“非存在动词”的区

别。当谓语动词为“存在动词”时，其左边必须是表示场所性的名词短语，右边是

1 凡例句中没有出现引用出处的，都为作者本人所作。
2 例句中标示的[场]代表“场所”，[物]代表“存在的人或物”。下同。 
3 对于“存现文”的研究，木村 (2012)中的第 12 章十分详尽。可木村 (2012)研究的对象

针对动词为“有”的“存现文”，因此在这里省却与其的比较。
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表示存在的人或物的名词短语4。 

 

下节中笔者将解释为何会提出(5)这样的疑问，以及为何认为(5)的答案应为(6)中所述。 

 
2. 现存教科书中的问题 

    “存现文”以其不同于其他语法结构的语序特点和在现实生活中的广泛应用，通常会被

作为初级中文教学中的重点。下面作者就引用一些现行课本中对“存现文”的解释作为例子，

并指出其中的问题所在。 

 

(7) a. 場所表現や時間表現を主語とし、人・事物・事象の存在や出現を述べ立てる文を

「存現文」という。 

  （笔者译文：以场所或以时间名词为主语，描述人/物/事件的存在或发生的句子被

叫做“存现文”）   （『中国語Ⅰ('14)』 p.168） 

 

 b. 動詞述語文の中には、人あるいは事物がある場所または時間に存在したり、出現

したり消失したりするという現象を表現するものがある。このような文を存現文

という。 

  （笔者译文：动词谓语句中有一种是用来表示人/物在某场所或某时间的存在、发生

或消失的，我们叫这样的句子为“存现文”。）  

       （『簡明基礎中国語』 p.154) 

 

不论是(7a)还是(7b)，在解释什么是“存现文”时，都只在强调表示事物的“存在”、“发生”

和“消失”时的句子叫“存现句”，要用“场所-动词-人/物”的语序。问题就在于单单给出

“存在”、“发生”和“消失”这几个关键词，却没有相应的具体解释，学生是无法准确判断

哪些现象才属于“存在”、“发生”和“消失”，而哪些又不属于。例如，(8)是老师在课堂上

给出的标准例句，可学生会模仿(8)造出像(9)这样的错误的句子。 

 

(8) a. 地上躺着一只狗。 

 b. 树下站着一个人。 

 

(9）  *桌子上睡着三只猫。 

 

学生的理由是，假如(8)中的“躺着”、“站着”可以表示“存在”，为何(9)中的“睡着”就不

能表示“存在”？这证明书本上或是老师课堂上的解释并没有被学生完全相信和理解。 

    综上，作者认为仅从概念上的“存在”去定义一个概念上的“存现文”是非常容易产生

歧义的，也不利于中文的初学者去把握“存现文”这一语法知识点。因此，本文提议用区分

                                                
4 在动词的用法分类上最具权威的当 Vendler (1967)。Vendler (1967)里主要从 tense・
aspect 的角度，把动词分成了 accomplishment、activity、achievement 和 state 这四

种。因本文和 Vendler (1967)的视角不同，因此在这里不多作评论。 
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动词的方法来诠释“存现文”。具体分析请见下小节。 

3. 存在动词与非存在动词

笔者认为，要认清什么句子是“存现文”，什么句子不是，根本还在于看句子的谓语动词

是怎样的动词。若句子的谓语动词是“存在动词”，那么就只有“场所—存在动词—存在物”

这一种语序是可被接受的。 

(10) a. [场 外面]   停着  [物一辆车]
5
。 

b. *[物一辆车]  [场 外面]  停着。

c. *[场 外面]  [物一辆车]  停着。 （同上文的(3)、(4)） 

除了(10)中的“停”，笔者将(11)中所举的动词也都视为是“存在动词”。 

(11) a. 外面挂着一张画。

b. 外面唱着歌呢。

c. 外面进来一个人。

d. 外面死了一个人。

下面(12)中的动词则与(10)、(11)中的性质不同，因此即使它们的句子中也都有“场所性名

词”，可语序却与“存在动词”的不同。 

(12) a. *外面玩着一个人。

b. *外面哭着一个人。

c. *外面学习着一个人。

d. *外面吃着一个人。

为了与“存在动词”做比较，笔者将(9)、(12)中的这类动词称之为“非存在动词”。“非存在

动词”句的语序可以像(13)这样。 

(13) a. 一个人在外面玩呢
6
。

b. 一个人在外面哭呢。

c. 一个人在外面学习呢。

5 动词“停”，除了“存现动词”的用法，还有其它句法规则的用法，比如作为“行为动

词”。当然，作为“行为动词”的“停”，以其为核心构成的句子的语序和“存现文”是不同

的。这种一词多用的现象，在中文中很常见，下文中出现的“挂”、“唱”、“进来”、“死”等

动词在具有“存现动词”的用法的同时也都还有其它的用法。比如，“我刚停完车”中的

“停”就是作为“行为动词”的用法。

6 句尾的助词“呢”在句法结构上并不是必须出现的，可大概是出于语用论上的某些要求，

当句中出现 aspect 助词“正在”时，句尾多出现“呢”。 
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 d. 一个人在外面吃东西呢。 

 

既然动词在用法上有着像(10)、(11)与(9)、(12)这样鲜明的对比存在，笔者认为，就像我们

通常区别“及物动词与不及物动词”、“离合动词与非离合动词”等一样，在分类动词时还应

当分出一类，即上述的“存在动词”和“非存在动词”。 

 
4.  “存现动词”对“存在物”的制约 

    正像很多研究中都指出的那样，“存现文”中的“存在物”通常只能是非专有的且伴有数

词的名词，而不能是专有名词。 

 

(11) a. 外面挂着一张画。 

 b. 外面唱着歌呢。 

 c. 外面进来一个人。 

 d. 外面死了一个人。 

 

(14) a. *外面挂着那张画。 

 b. *外面唱着那首歌呢。 

 c. *外面进来张老师。 

 d. *外面死了那个人。 

 

笔者认为，(14)中的句子被视为病句并非是因为违反了“存现文”的句法结构要求，而是语

用上的问题。笔者将在后续的研究中对“存现文”的句法结构和句意做出分析，因此本次报

告中就此点到为止。 

 
5. “存现动词”对“场所”的制约 

    提到“场所名词”，大部分人会认为它不同于谓语动词或论元，是一种可有可无的附加成

分7。 

 

(15) 非存在动词 

 a. 三只猫在桌子上睡觉呢。 

 b. 三只猫在睡觉呢。 

 

(15)是一个“非存在动词”句，其中的“场所名词”“桌子上”的有无并没有影响句子的可接

受度。可是，“存现动词”则不同，它不仅要求“场所”和“存在物”要分列其左右，还使“场

所名词”变成了必须的句子成分。 

 
(16) 存在动词 

 a. 桌子上躺着三只猫。 

                                                
7 《汉语会话 301 句》等其它一些中文教科书中也称“场所名词”为“介词结构”。 
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 b. *躺着三只猫。 
 
(16b)和(16a)就只差在没有“场所”上，可(16a)是符合句法规则的句子，(16b)则成为了病

句。从这一点我们也可以看出，“场所名词”并非一定是附加成分，也并非一定是必要成分，

它的存在方式完全取决于动词的种类。 

    还有大量研究指出，“存现文”中的“场所名词”中必须要带有方位词。 

 
(17) a. 墙上挂着一张画。 

 b. *墙挂着一张画。 

 
(17b)和(17a)只一字之差，可接受度却完全相反。造成这一结果的，笔者认为不是“存现文”

结构的句首一定要有方位词，而是只要是“存在动词”，则其必须要求其左边是能表示“场所”

的名词，否则句子就会像（17b)一样变成病句。（17b)中的“墙”毕竟只是一个表物的普通名

词而非“场所”。可如果句首名词本身就是一个可表“场所”的名词，则不需任何方位词句子

也能成立。 

 
(18)  我们班转来一个人。 

 
(18)中句首的“我们班”，既表物，又同时是一个抽象的表“场所”的名词，因此其后不需要

添加任何方位词这句“存现文”也成立。 

 

6. 结语 

    “存现文”是一个非常特殊的语言现象，至少在日文或英文中，无论是要表达“桌子上

躺着三只猫”还是“三只猫正在桌子上睡觉”，语序都是相同的，可在中文里这两句话的语序

却截然不同。笔者认为，“存现文”之所以是“场所—动词—存在物”的语序，以及其它的“非

存现文”之所以不是这样的语序，归根结底还是要从谓语动词的分类上去解决。因此本文提

议在中文动词的分类上，加进一类“存在动词”和“非存在动词”的对比。假如句中动词用

法是“存在动词”，则必要求其左边须有“场所”，而右边要有非特指的“存在物”。 

    在待续的研究中，笔者还想对“存在动词”和“非存在动词”的论元结构提出假设，并

根据其假设论证“存现文”的句法结构和语法意义。 
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感情動詞と“了”の共起関係について 
――日本語母語話者が産出した誤用例の分析を通して―― 

 
張 恒悦 
（大阪大学） 

 
1. はじめに 

“了”に関する誤用にはさまざまな原因が考えられ，その内の一つに，ひたすら感情動

詞に“了”を付けるということが挙げられる。 
(1)*看到那些高楼时，我吃惊了。（それらのビルを見た時，驚いた。） 

  →看到那些高楼时，我很吃惊。 

(2)*爬上长城，我感动了。（万里の長城にのぼって，感動した。） 
  →爬上长城，我很感动。 

(3)*这本书 300 页！我读完了，非常累了。（この本は 300頁！私は読み終えたが，非常に

疲れた。） 

  →这本书 300 页！我读完了，非常累。 
以上から明らかなように，（1）-（3）はいずれも感情動詞が“很”などの程度副詞と共

起すべき文脈であるが，日本語母語話者は過去の助動詞「た」＝“了”という感覚から，

感情動詞に“了”を付けた形の表現を産出しやすい傾向にある。 

本発表では，日本語母語話者が産出した誤用例を手掛かりに，中国語感情動詞と“了”

の共起関係について検討する。まず，感情動詞における中日両言語の統語的相違の分析を

通して，中国語感情動詞の特徴を明らかにする。それから，感情動詞を伴う「た」とは異

なる“了”の役割を考察する。最後に，感情動詞を伴う“了”と程度副詞の相違を明らか

にした上で，中国語教育への提言も行いたい。 

 

2. 先行研究 
上記と同様な誤用例は，郭春貴（2010），蘆濤（2007）においても多く挙げられている。

しかし，郭春貴（2010），蘆濤（2007）は，誤用の指摘・訂正にとどまり，感情動詞がな
ぜ“了”ではなく，程度副詞と共起しなければならないかについては触れていない。 
 

3. 中日両言語における感情動詞の相違 
日本語において，感情動詞（以下 JV と記す）は，その活用から分かるように，常に動

詞的文法ルールを守る。例えば， 
驚く 驚いた  驚かない 驚かなかった 驚いている 驚いていた 驚かせる …… 
 
この点において，動作や状態などを表す動詞とは何の変りもない。例えば， 
行く 行った  行かない 行かなかった 行っている 行っていた 行かせる …… 
太る 太った  太らない 太らなかった 太っている 太っていた 太らせる …… 
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よって，日本語の動詞カテゴリーは均質であり，その一員である JV は，他の動詞と統
語的一致性を有すると言える。 
ところが，中国語の動詞カテゴリーには，そういった一致性が見られない。現に，中国

語の感情動詞（以下 CVと記す）と，動作動詞との間には大きな違いが存在している。 
中国語の動作動詞は，通常，単独で述語になり得るが，程度副詞の修飾を受けることは

できない。例えば，“我去。” “＊我很去。” 
しかし，CVは，動作動詞とは対照的に，単独で述語になりにくく，程度副詞を付けるこ

とで始めて自然な表現となる。例えば，“＊我吃惊。” “我很吃惊。” 
ここで，CV を形容詞とリンクして考えたい。周知の通り，中国語の形容詞も単独で述

語になりにくく，程度副詞を伴うのが特徴である。例えば，“＊他聪明。” “他很聪明。”

よって，CVは述語になる際，動作動詞ではなく，形容詞と同じ文法的振る舞いをし，形容
詞との類似性を呈する。 
このように，CVが形容詞と類似性をもつのは，CVは動作ではなく状態として捉えられ

るためであると考えられる。 
中国語では，「晴れる」「曇る」「太る」「痩せる」「乾く」「湿る」などの意味を示す際に

動詞ではなく，形容詞で表現する。これは，目で局面的な動きや変化を確認するのが困難

な場合が多く，「状態」として捉える傾向があるためである。この点は CVにおいてもあて
はまる。つまり，動作の局面性が目で確認できない CVに関しても「状態」として捉えら
れるのである。 

しかし，こうした JV とは異なる CV の統語的特徴は，日本語母語話者にとっての盲点
となりやすい。 
日本語の感覚からすると，CVも感情を表す動詞である以上，JVのように，動詞的文法

ルールを遵守するものだと思われやすく，動作動詞とも一致するだろうというイメージが

形成しやすい。よって，CV は，形容詞にも類似する用法をするのだということを日本語
母語話者は気づきにくい。 

このように，中日両言語の感情動詞の統語的相違は，“了”の誤用につながる原因の一つ

であると考えられる。 

 
4. 「た」と“了１” 
中国語の“了”は，大きくアスペクト助詞“了１”と語気助詞“了２”に分けられるが，

日本人学習者が「た」＝“了”の発想で「た」にあてる“了”は，“了２”ではなく，“了１”

である。そのため，本節では，“了１”を取り上げ，「た」との比較を行う。 

日本語において，「た」は過去を示す助動詞であり，その主な役割は「時制」を表すこと

である。即ち，発話時を基準に，それより前に発生したことであれば，「た」を付けること

が求められる。 

(1)昨日は映画を見た。 

 ＊昨日は映画を見る。 

このように，「た」は時間を基準にしているため，動詞そのものには焦点は当たらず，制

限も加わらない。ゆえに，「た」は動作動詞のみならず，状態動詞や感情動詞にも付加する

ことができる。 
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(2)その時，私は中学生だった。 

 ＊その時，私は中学生である。 

(3)小さい頃，歯磨きを嫌がった。 

 ＊小さい頃，歯磨きを嫌がる。 

興味深いことに，「た」は動詞にとどまらず，形容詞にまで適用されている。 

(4)先週，寒かったね。 

 ＊先週，寒いね。 

一方，中国語の“了１”は，まったく異なる文法的特質を有している。 

“了１”は，アスペクト助詞であり，動作や行為の「完了」の局面を表す。「完了」とい

う局面に達した動作や行為は，往々にして過去に行われたものであるため，中日対訳にお

いては，“了１”と「た」が対応するように見えてしまうケースが多い。 

(5)彼はビールを二杯飲んだ。 

 他喝了两杯啤酒。 

このようなことから，“了”＝「た」という誤解が生まれると考えられる。 

しかし，“了１”は決して「過去」という「時間」と結び付くものではない。言い換える

と，“了１”には時間的要素が含まれない。(6)‐(8)から分かるように，「過去」を示す時間

詞があったとしても，必ずしも“了１”が伴われるとは限らない。 

(6)我 18 岁的时候第一次喝酒。    （私は 18歳の時に初めて酒を飲んだ。） 

 ＊我 18 岁的时候第一次喝了酒。 （＊私は 18歳の時に初めて酒を飲む。） 

(7)三年前我住在香港。     （三年前香港に住んでいた。） 

 ＊三年前我住在了香港。 （＊三年前香港に住んでいる。） 

(8)那是在美国照的照片。   （それは米国でとった写真だ。） 

 ＊那是在美国照了的照片。 （＊それは米国でとる写真だ。） 

実際，“了１”に関して注意すべきことは，動詞に制約をかける点である。“了１”は，あ

くまでも動作や行為の展開における「完了」の局面を表すため，“了１”を伴う動詞は，動

作性をもたなければならない。つまり，“了１”の使用対象は動作動詞のみである。 

そのため，非動作動詞“属于”に“了１”を付けた(10)は不適格である。 

(9)我唱了一首歌儿。 

(10)＊他属于了比较天真的一类人。 

前述したように，感情を表す CVも動作動詞ではない。よって，CVは“了１”との共起

は構造上不可能である。 

以上をまとめると，「JV＋た」≠「CV＋了１」の理由は，2点ある。 

① 「た」が表す時制は“了１”では伝えられない 

② CVの後に“了１”は出現できない 

一方，CVは前に「很」を付けると，形容詞と同じ役割を果たすことにも注意したい。日

本語では厳密に区別される「面白かった」と「面白い」がともに“很有意思”と表現され

るのと同様に，「JV+た」も「JV」も“很 CV”と表現することが可能である。つまり，“很

CV”は単に「JV」だけではなく，「JV+た」についても対応しうるということである。こ

れが（1）-(3)の諸例において“很 CV”の使用を可能にした背景の一つであると考えられ

る。 
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5 CV+了 2 

中国語の形容詞は，“了 1”とは共起しないが，“了２”と共起することは可能である。例

えば，“天气热了”という中国語文では，「暑かった」という意味ではなく，「暑くなってき

た」というような，変化が生じたことを表している。 

これと同様，CVも“了２”と共起することができる。例えば， 

(11)我本来不喜欢吃羊肉，现在喜欢了。 

この例からも，変化が生じたこと（「好きになった」）が読みとれる。 

実は，（1）-(3)にある“吃惊了”“感动了”“累了”といった表現は，それ自体は不自然

ではない。しかし，それらが（1）-(3)のような文脈に置かれていると，不自然に感じられ

る。 

では，なぜ「CV+了２」が（1）-(3)のような文脈に相応しくないのか。ここで，「CV+了

２」の意味機能を見てみよう。 

(12)“哪一个？”陈师爷问。走拢去一看，吃惊了。怎么的？黄大老爷早下手了吗？ 

(13)客店主人，仆役，好几个女人出来送他们。老人感动了。他把十戈比钱币向四面八方 

丢出去，用唱歌样的声调说：“再见啊”。 

(14)回家吧，孩子都累了。 

(12)の“吃惊了”では，“了２”を伴うため，心理状態の変化を表している。しかし“吃

惊了”を使う際，その後にどのような反応が生じたのかを言わなければならないというこ

とにも留意したい。つまり，“吃惊了”はその心情変化の意味に加え，後続の動作や行為を

導き出す働きがあるということである。後続文「怎么的？黄大老爷早下手了吗？（なんだ！

黄爺さんはまさかやり始めたのか）」は，“吃惊了”という心理変化を受けての発言だと受

け止められる。（13）の“感动了”も単なる心理変化の描写にとどまらない。お金をまいた

り（把十戈比钱币向四面八方丢出去），まるで歌っているかのような口調で別れを告げたり

（用唱歌样的声调说：“再见啊”）したのも，感動したからである。(14)は，因果の順序を

置き換えた文であるが，後から補足された“累了”という心情変化があるから“回家吧”

という提案がなされたのである。こう考えると，“累了”も，心理変化のみを表すわけでは

ない。 

よって，「CV+了２」は，単に外部刺激によって心情変化が起きたことを表すだけではな

く，その心情変化が故に，何らかの行為・活動が起きるというニュアンスも持つ。これを

図示すれば，以下のようになる。 

 

       外部刺激           心情変化           行為・活動 

「CV+了２」 

 

図１：「CV+了２」の文脈 

ところが，（1）-（3）は「CV+了２」が適する文脈とはなっていない。 

(15)*看到那些高楼时，我吃惊了。（（1）再掲） 

→看到那些高楼时，我很吃惊。 

(16)*爬上长城，我感动了。（（2）再掲） 
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→爬上长城，我很感动。

(17)*这本书 300 页！我读完了，非常累了。（（3）再掲） 

→这本书 300 页！我读完了，非常累。

上記の 3例の文脈は，以下の通りである。 

外部刺激    （変化後の）心理状態

「很+ CV」

図 2：「很+ CV」の文脈 
上記の 3 例は，外部の刺激によって生まれた心理状態そのものに着目する文脈である。

この場合，心情変化というプロセスが後景化され，変化後の心理状態を表現するのに重き

が置かれるため「很+CV」が用いられるのが一般的である。 

6. 中国語教育への提言

中国語学習者の会話や作文では，感情動詞と“了”の共起による誤用が多く見られる。

しかし、これまで，感情動詞と“了”の共起関係に関する研究はほとんどなされておらず，

その誤用を防ぐための対策もあまり検討されていない。

そこで，本発表では，中日両言語の比較対照を通して，感情動詞を伴う“了”の誤用の

原因を明らかにした。

以下，ここまでの分析結果を踏まえ，中国語教育への提言を行いたい。

1)「た」≠“了”ということを指摘すべきである。

2)感情動詞は，形容詞と同様な文法的振る舞いもすることを指摘すべきである。
3)「～，很+CV」というパターンを教授すべきである。
4)「CV+了」の用法は初級学習者に不向きなため，中級段階で教授すべきである。
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日本学习者动宾搭配产出性习得的偏误类型分析 
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3.2 偏误搭配类型分析 

�EǔZ�ǕD¾Z9ǧZ¢ǍƃůŮE:fƎ�ǕWǩJƞ�Ǖğ©ƃţzňÜF²

ł�ǔZ�ǕNkŃá_ưŧǔǍǔĲǸ_ĐǥƑWňùǱ�ƃȀȑųF^ŃĵöÐä

ȅĵáWňùǄƃĵáȉų:Ý�1×¡ŕ�291Ʋ½äȅ291ć�Ļũ2ƙ:Ǩ�źb

¨±ȍƹ¢ǍƃůŮFǀźXȍşƃN§ǙFÝG1Ʋäȅ291ǑęǄ291Ǫǆ�2ƙ�

ǕĲǸ:�

�Eǔũ�ǕDǍǔŽũǾǕE:ŎŜŭǏWFǍǔŽũǾǕ¤ĥNƴ÷æǔƃ¢ǍǕ

÷æǔ9ǍĔ�ĺǾǕƙ:ÝM��ǕĲǸG1ƾǪǆ�291ƳÎȉ291ǜÎȉ291Ȗ�

Őq291ÕŎũď2:��

	EǔŽ�ǕDǔZ9ĲǸȇ��ǕE:ǩƞ�ǕŃǔZ�ǕĝĲǸ�ǕFÛÍǔZN

½ĝĲǸNĊǰěƃFĲǸě�[ȁǔZNƅåFĒƁbǍǔĲǸLƃȇ�:Ý1Ëƺ29

1ĦŊŐq291ćŽĻũ2ƙ�ǕĲǸ:�


EƵ�NàÐƃ¢Ǎ:ŎƊƓ³źƵ�¢ǍĶǻüNÛFk©�vj�ĲǸƃ 
�:

á_ưƃƵ�¢ǍŃħÐǍ�LNàÐƃǍF¸ŊǯǥȂǗLMĸĠƴĮŭá_ưǏÏ

ǀǣƃęēF̈ �ĲǸŎǞĽũĝĎȉĐƈĲǸƃęē:Ý1Lȕŕ�291ȀťęǄ2ƙ:

�WJgƵ�¢ǍƽŵÐŧǔWŨŊFtÐľǔ¨ǍW«àÐƅ¾ǔƟFÝG1´�Ļũ29

1ĕĥƦȔ2:ľŎá_ưƄĭ´Žbľǔ;´@�BA<9;ơĥ?A<ƃŧßFĜpǇ

XǩŃµbšǔǛǤƐƃČÈ:�

�EƔŘOƝ¥ƛƁ9ǭǴƛƁ:� +%& (C�!'$# -D����EǇXƘdǔǅá_ưN

ƴØŻĲǸFŃÍXmpƬ]dǔĲǸęǌFǩyĐá_ưǹŽǭǴƛƁÆƝ¥ƛƁFz

ÝyŽ1¾ZǍnŇ9ęǎ9Ǵ�ÆǠĩ2ƙĻũ:ŎŜäȔĶĪW1ƔŘ2ƃţzÛǣ

�v�ǕÌƚƃ 	��D�ƢƤ ��9WƢƤX ���EFǩǀŀĊľŎá_ưNƈǲȐŌ�Ô

¢æĲǸĿF�ŊNƴĝNĚíǏŽ¾ZǍĝ�âĻĆǀǣƃ�Á:�ƢƤƔŘyŽƃ

ţzȕeWƢƤFWƢƤǁǏƝ¥ƛƁÆǭǴƛƁƃyŽ�ǀźĐǡXŀń:�

3.3 偏误搭配类型的描述性统计分析和单因素方差分析 
éj�ĔŭǏW�źƃ¼�ǕƞÔǪƾbįǬĔƩǆ�œFü�Ž¨ÍƟĻò�œ

é�9WƢǁǏƤĶĪ[ȁƃńƼĔòĄǪƾbȔǋ:  

ǔZ�Ǖ

	��

语法偏误
8%

语用偏误
30%

Ƶ�¢Ǎ	�

答案为空…

��ƢƢ

ǔZ�Ǖ

	�

语法偏误
13%

语用偏

误
29%

Ƶ�¢Ǎ��

答案

为空
12%

WWƢƢ
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偏误类型 等级 MM  SSDD  NN  

语义偏误 

�ƢƤ ����� ������ 	��

WƢƤ 
����� 	���� 	��

�v ������� ������ �
�

语法偏误 

�ƢƤ �	��
� ��
�� 	��

WƢƤ ������ ��	��� 	��

�v ���� ������ �
�

语用偏误 

�ƢƤ ��	�� ��
�� 	��

WƢƤ ���	� ��	��� 	��

�v ������� ���	�� �
�

自创动词 

�ƢƤ ����
� ������ 	��

WƢƤ ����	� ��	�� 	��

�v ���	�� ������ �
�

空格 

�ƢƤ 
	���� ���
�
� 	��

WƢƤ ������ ������� 	��

�v ��

� ���	��� �
�

ǀ 	��j�Ĕ_ĐWĲǸ�ǕƞÔƃįǬĔĶĪD�$,"+'*-'.$��- -',-'",E�

偏误类型 等级 SSuumm  ooff  SSqquuaarreess  ddff  MM  FF  SSiigg..4) 

语义偏误 

Ƥȁ ���
	� �� ��
����� 
���� ����**�

Ƥ� �������� �	� �
������ � �

½ǆ ��
����� �
� � � �

语法偏误 

Ƥȁ ��
����� �� �
����� 	���
� ����**�

Ƥ� 		��	
� �	� 	���	� � �

½ǆ ������� �
� � � �

语用偏误 

Ƥȁ ����� �� �	
���� ������ ��
��

Ƥ� ��	�	��� �	� ������ � �

½ǆ ���	��
� �
� � � �

自创动词 

Ƥȁ 	��

�� �� ����
� ���
� ��
��

Ƥ� ��
����� �	� �	�	�� � �

½ǆ �����	�	� �
� � � �

空格 

Ƥȁ �������
�� �� �
���	��� 	������ ����**�

Ƥ� ��	���
� �	� ���	
�� � �

½ǆ 
��	������ �
� � � �

ǀ 4. j�Ĕ_ĐWĲǸ�ǕƞÔƃ¨ÍƟĻò�œD�)$�� /������E 
�eǔZ�Ǖ:�9WƢǁǏƤ[ȁƃƩǆĶĪńƍ�ŊńƼòĄ:Nk�ǕĶǻ

ƃúÒ~àÐǡÜò�D������ Æ 
����EFƱQǀ 
 ¨ÍƟĻò�œƧŔ^ǀŀƭ

4 �'%�~éÿƃªX * ~:**�ǀƍòĄȋùńƼD*�����EF*ǀƍòĄńƼD*�����EFM¾:  
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vòĄ�ŊƩǆáęZD*�����E:žŞ¹ǄFO�ƢƅţFWƢǁǏj�ƃĲǸĶǻ

ƽŊğ×¡FtǔZ�Ǖ^Ȉ[×Û:�

�eǔũ�Ǖ:O�ƢƤƅţFWƢƤ�ǕĶǻúÒ~ŊğȆuD���	��
 Æ

�����EFǀ 
 ƃ¨ÍƟĻò�œƧŔǀŀF�9WƢƤ[ȁàÐńƼòĄ

D*�����E:ÍŞĜpǇXFl�Ƣ�WƢȄŠFá_ưƃǍŦǻǝuFğj�ƃ¢æ

ĲǸǝåŁ³żǔũ�Ǖ:�

�eǔŽ�Ǖ:�9WƢTƤǁǏƃúÒ~ƅǧD����	� Æ ���	EFQƩǆƧ

ŔiǀƍTưN�ÙńƼòĄD*���
�E:lƩǆáęZLǈFá_ưƃJƸǍŦǻǝ

ȕFǔŽ�ǕNJãǝìFǍŦǻüNŃêƷĲǸǔŽ�ǕƃƄĭÍ:�

�eƵ�¢Ǎ:Ľǉá_ưƃJƸŧǔǍŦƈǌŤúÝwFǷs�źƵ�¢Ǎƃź

ǚ:įǬĔĶĪƩǆǀ 	 ńƍFǒȎWTƤƃúÒ~�\ƅ¾D������
 Æ ����	EF

QWƢƤƃ�ǕĶǻȕe�ƢƤ:Ðǀ 
 ƃ¨ÍƟĻò�œƧŔWF�9WƢǁǏƤƵ

�¢ǍyŽƃńƼĔòĄŨŊĐ�ǋäFǩǀŀTƤǁǏğj�ƃƵ�¢ǍüŨŊƭv

ńƼòĄFN�ŊƩǆáęZD*���
�E:ƝƱǅ[FĽǉŃ�ƢǨŃWƢá_ưFĊ

mpNƈǲȐŌĲǸ¢ǍƃĿ}F�Áe{ĪƵóƃšǔƈǌĝŧǔƈǌƱƵ�Jg¨

Ǎ:ÍŞFĜpNƴǖá_ưƃǍŦǻǝìFğŹƃƵ�¢ǍǾǕîǝÛ:�

�eƔŘ:ÐNƌãÝwǀǣĿFƔŘŃǁǏùùǹŽƃJƎĻĆ:ǀ 	 ńƍǒȎ

�9WƢǁǏƤƃúÒ~X 
	��� Æ �����FƅòǡÜ:¨ÍƟĻò�œ^ȔǋbTV

ǁǏƤ[ȁƃĶĪòĄ�ŊȕāƩǆęZD*�����EF¹Ǆá_ưƃǍŦǻǝuFmp

îǝ�ÁeyŽƔŘ:^îŃǖFĊľŎá_ưNƈǲȐŌĲǸĿFmpNĚęƏŒí

ǏFņ�ÁeyŽƔŘőÌǴǾǕF¸ŊĊmpƈǲȐŌĲǸĝĭǧȐŌĲǸƃ¾Z9

ǧZǍĿĠĚęÖ�ƚř:�

4. 小结

Ŏĸƃ�Ǖ�ƞƽNƴŚĥľŎá_ưÐǍǔĲǸL�źƃğŊȀȑF�ƫž^ü

N�Ĝpğ�ƞƃǵŖŪű�ŀFƱŃÛƎá_ƛƁÆ�âÍƟ�¾xŽƃƧŔ:tǯ

ǥ�œ¹³źá_o°ĵáWàÐƃȀȑFǼéȀȑ¹�ãƅÿƃƛƁÆĻũ:ĵá

ĿFĵö¹oĢƧ½ǡƠçƃ�Ô¢æĲǸƄĭĵƨá_ưFǩNkŊ�eķvŲūǦ

ŽĲǸ9İȕǔǅǀǣƴ FƱQéĂƖĲǸ_ė9īıǔZÆǍǔŽũǷŃŊ�ƃ:
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